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は
じ
め
に

両
剣
論
を
、『
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
中
世
事
典』

は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、｢

両
剣
論
と
い
う
神
学
的
・
政
治
学
的

理
論
は
、『

司
祭
の
聖
な
る
権
威
と
王
の
権
力』

と
い
う
別
個
で
は
あ
る
が
同
格
の
二
つ
の
権
力
に
つ
い
て
の
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
の
理
論
の

解
釈
的
補
強
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る｣

と

(

１)

。
両
剣
論
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
研
究
や
紹
介
が
あ
る
の
で

(

２)

、
こ
こ
で
は
、
本

稿
に
お
け
る
議
論
に
必
要
な
限
度
で
、
簡
潔
に
解
説
し
て
お
き
た
い
。

『

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
中
世
事
典』
の
説
明
に
あ
る

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
の
理
論｣

と
は
、
四
九
四
年
の
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
一
世
宛
書

翰
の
中
で
教
皇
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
が
述
べ
た
内
容
を
指
し
て
い
る

(

本
書
翰
を
、
以
下
で
は

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

と
略
記)

。
そ
の

書
翰
に
は

｢

神
聖
な
る
皇
帝
よ
、
確
か
に
、
主
と
し
て
こ
の
世
を
統
治
す
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
司
祭
の
聖
な
る
権
威
と

王
の
権
力
で
す｣ (

３)

と
書
か
れ
て
い
る
。｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

に
お
け
る
こ
の
記
述
に
対
し
て
は
、
様
々
な
解
釈
が
試
み
ら
れ
、
教
会

権
力
と
世
俗
権
力
と
の
関
係
が
、
様
々
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
一
世
紀
に
は
、
ペ
ト
ル
ス
・
ダ
ミ
ア
ニ

(

一
〇
七
二
年
没)

が
初
め
て
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
を
、
聖
書
の
中
の
一
節
に
あ
る
剣
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る

(

４)

。
聖
書
の
中
の
一
節
と
は
、

『

ル
カ
に
よ
る
福
音
書』

二
二
、
三
八
に
あ
る

｢

そ
こ
で
彼
ら
が
、『
主
よ
、
剣
な
ら
、
こ
の
と
お
り
こ
こ
に
二
振
り
あ
り
ま
す』

と
言

う
と
、
イ
エ
ス
は
、『

そ
れ
で
よ
い』

と
言
わ
れ
た
。｣

の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

を
出
発
点
と
し
て
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
関
係
を
様
々
に
論
じ
る
両
剣
論

(

ま
た
は
両
権
論)

が
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(

５)

。

様
々
な
両
剣
論
が
現
れ
る
と
は
い
え
、
両
剣
論
の
特
徴
は
、
お
お
ま
か
に
は
次
の
よ
う
に
二
つ
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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す
な
わ
ち
、
聖
俗
両
権
力
の
並
置
性
と
相
互
協
調
性
を
主
張
す
る
聖
俗
相
互
協
調
型
の
両
剣
論
と
、
世
俗
権
力
に
対
す
る
教
会
権
力
の

優
位
性
を
説
く
教
会
優
位
型
の
両
剣
論
で
あ
る
。
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
の
立
場
は
前
者
で
あ
り
、
後
者
は
一
三
世
紀
に
主
張
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
二
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
生
じ
た
有
名
な
ベ
ケ
ッ
ト
論
争
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
だ
っ

た
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
が
、
一
一
六
二
年
に
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
に
登
位
し
て
か
ら
一
一
七
〇
年
に
殺
害
さ
れ
る
ま
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
国
王
ヘ
ン
リ
二
世

(
在
位
一
一
五
四
―
八
九
年)

と
争
っ
た
事
件
を
指
す
が
、
そ
の
争
い
は
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
争
い
だ
っ
た

と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る

(
６)

。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
論
争
に
関
す
る
数
多
く
の
研
究
の
中
に
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け

る
両
剣
論
を
対
象
と
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
、
意
外
な
こ
と
に
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
論
争
の
当
事
者
に
焦
点
を

当
て
、
彼
ら
自
身
の
書
翰
の
中
に
登
場
す
る
両
剣
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り

(

７)

、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ

と
論
争
当
事
者
達
が
考
え
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
論
争
当
事
者
達
が
あ
る
べ
き
秩
序
を

ど
の
よ
う
な
姿
に
描
い
て
い
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
点
の
解
明
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
彼
ら
の
平

和
観
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
大
司
教
側
と
国
王
側
と
の
考
え
が
ど
の
よ
う
に
対
立
し
て
い
た
の
か
を
提
示
し

た
い
。

論
争
当
事
者
と
し
て
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
述
の
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
と
ヘ
ン
リ
二
世
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
関
係

が
悪
化
し
始
め
る
一
一
六
二
年
か
ら
、
ト
マ
ス
が
カ
ン
タ
ベ
リ
大
聖
堂
内
で
殺
害
さ
れ
る
一
一
七
〇
年
ま
で
の
間
に
は
、
ト
マ
ス
か
ら

国
王
、
教
皇
、
枢
機
卿
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
司
教
達
等
に
宛
て
ら
れ
た
数
多
く
の
書
翰
が
残
存
し
て
い
る
。
ト
マ
ス
の
両
剣
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
書
翰
の
う
ち
の
二
通
は
国
王
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、｢

デ
シ
デ
リ
オ
・
デ
シ
デ
ラ
ー
ヴ
ィ｣

書

翰(

８)と

｢

エ
ク
ス
ペ
ク
タ
ン
ス
・
エ
ク
ス
ペ
ク
タ
ー
ヴ
ィ｣

書
翰

(

９)

で
あ
る
。
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他
方
、
論
争
期
間
中
に
ヘ
ン
リ
二
世
か
ら
ト
マ
ス
に
宛
て
ら
れ
た
書
翰
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ヘ
ン
リ
二
世
に
つ
い
て
研
究
し
た
ワ
ー

レ
ン
は
、｢

ヘ
ン
リ

[

二
世]

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
論
争
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
断
固
と
し
て
拒
絶
し
た
。
彼
は
、
ベ
ケ
ッ
ト
の

書
翰
に
回
答
し
な
か
っ
た｣ (�)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ヘ
ン
リ
二
世
の
考
え
を
彼
の
ト
マ
ス
宛
書
翰
の
中
に
求
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
ヘ
ン
リ
二
世
の
考
え
を
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト

(

在
位
一
一
六
三
―
八
七
年)

の
ト
マ
ス
宛
書
翰

の
中
に
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
ト
マ
ス
と
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
司
教

達
の
中
の
代
表
的
人
物
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
ヘ
ン
リ
二
世
を
支
持
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(�)

。
確
か

に
、
ベ
ケ
ッ
ト
論
争
が
最
も
激
し
く
な
る
時
期
と
さ
れ
て
い
る
一
一
六
六
年
に
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
ト
マ
ス
に
宛
て
て
書
い
た

｢

ム
ル
テ
ィ

プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰

(�)
か
ら
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
と
ト
マ
ス
の
激
し
い
対
立
や
ギ
ル
バ
ー
ト
に
よ
る
国
王
支
持
の
姿
勢
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
の
両
剣
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
書
翰
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
に
は
、
ギ
ル
バ
ー

ト
の
平
和
観
も
示
さ
れ
て
お
り
、
ト
マ
ス
の
平
和
観
が
表
れ
て
い
る

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

書
翰
と
比
較
す
る

こ
と
で
、
両
者
の
対
立
点
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。
ト
マ
ス
が
事
実
上
ギ
ル
バ
ー
ト
に
宛
て
た

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ

ス
ト
レ｣

書
翰
は
、｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
が
書
か
れ
る
原
因
と
な
っ
た
書
翰
と
さ
れ
て
い
る

(�)

。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
両
剣
論
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
考
察
の

前
提
と
し
て
、
第
一
に
、
論
争
関
係
者
の
書
翰
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
が
い
つ
頃
か
ら
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い

(

第
一
節)

。
そ
れ
は
、
両
剣
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書
翰
が
、
両
者

の
対
立
期
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
第
二
に
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
両
剣
論
の
土
台
と
な
っ

た
と
も
い
え
る

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

と

『

グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
教
令
集』

(
以
下
、『

教
令
集』

と
略
記)

の
中
の
関
係
法
文
を
検

討
す
る

(

第
二
節)

。
そ
の
上
で
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
両
剣
論
を
検
討
し
、
平
和
観
に
も
触
れ
た
い

(

第
三
節)

。
そ
の
際
、
教
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皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世

(

在
位
一
一
五
九
―
八
一
年)

の
考
え
に
も
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
節

対
立
の
時
期

一

幾
つ
か
の
可
能
性

ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
対
立
の
起
点
と
し
て
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
一
一
六
二
年
と
一
一
六
三
年
で
あ
る
。
一
一
六

二
年
は
、
ト
マ
ス
が
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
に
選
出
さ
れ
、
聖
別
を
受
け
た
年
で
あ
る

(�)

。
確
か
に
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
一
一
六
六
年
後
半
の

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣
書
翰
と
一
一
七
三
年
五
月
の

｢

ヴ
ェ
ス
ト
レ
・
ド
ム
ネ｣

書
翰
の
中
で
、
ト
マ
ス
か
ら
の
次

の
よ
う
な
非
難
に
、
強
く
反
論
し
て
い
る

(�)
。
そ
の
非
難
と
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
と
な
る
野
望
を
も
っ
て
い
た
と
か
、

ト
マ
ス
の
大
司
教
登
位
に
反
対
し
て
い
た
と
か
い
う
も
の
で
あ
り
、
一
一
六
六
年
七
月
初
め
の

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ

ン
テ
ル｣

書
翰
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

(�)
。
こ
の
よ
う
な
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
や
り
と
り
か
ら
、
両
者
の
間
に
大
司
教
位
を
め
ぐ

る
あ
る
種
の
対
立
が
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
で
の
非
難
が
ト
マ
ス
か
ら
ギ
ル
バ
ー
ト
に
向
け
ら
れ
た
の
が
、

書
翰
の
発
給
年
か
ら
考
え
て
一
一
六
六
年
だ
っ
た
と
す
る
と
、
両
者
に
対
立
が
生
じ
た
の
は
、
ト
マ
ス
が
大
司
教
と
な
っ
た
一
一
六
二

年
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

他
方
、
一
一
六
三
年
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
の
司
教
座
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
司
教
座
へ
移
動
し
た
年
で
あ
る

(�)

。
こ
の
移
動

に
際
し
て
、
ト
マ
ス
は
、
大
司
教
へ
の
忠
誠
の
誓
い
の
更
新
を
ギ
ル
バ
ー
ト
に
求
め
て
い
る
が
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
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る(�)。
大
司
教
へ
の
忠
誠
の
誓
い
の
更
新
と
い
う
点
に
両
者
の
対
立
の
原
因
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
一
一
六
三
年
が
両
者
の
対
立
の
起

点
と
い
う
こ
と
に
な
る

(�)
。
し
か
し
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
ロ
ン
ド
ン
司
教
に
な
る
こ
と
は
、
教
皇
、
国
王
、
さ
ら
に
は
ト
マ
ス
の
希
望
だ
っ

た
こ
と
を
、
当
時
の
彼
ら
自
身
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
書
翰
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
の
聖
別
式
に
出
席

で
き
な
い
こ
と
を
ト
マ
ス
が
ギ
ル
バ
ー
ト
に
詫
び
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
翰
も
あ
る

(�)

。
一
一
六
三
年
も
両
者
の
対
立
の
起

点
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か

(�)
。

そ
れ
で
は
、
一
一
六
三
年
よ
り
後
の
時
期
で
、
ト
マ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
で
の
亡
命
生
活
に
入
る
一
一
六
四
年
一
一
月
二
九
日
ま
で
の
間

の
両
者
の
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
か

(�)
。
こ
の
間
に
発
せ
ら
れ
た
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書
翰
を
確
認
す
る
と
、
ト
マ
ス
を
名
宛
人
と
す
る
も
の
は

一
通
が
残
る
の
み
で
あ
る

(�)
。
し
か
し
、
教
会
裁
判
の
訴
訟
手
続
に
関
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
こ
の
書
翰
は
、
論
争
と
は
関
係
が
な
い
。

他
方
、
同
期
間
に
発
せ
ら
れ
た
ト
マ
ス
の
書
翰
を
確
認
す
る
と
、
教
皇
宛
書
翰
は
二
通
あ
る
が

(�)

、
ギ
ル
バ
ー
ト
宛
と
国
王
宛
は
管
見
の

限
り
な
い
。

さ
ら
に
、
ト
マ
ス
が
亡
命
生
活
に
入
っ
た
後
の
時
期
で
、
前
述
の

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
が
発
せ
ら
れ
る
一

一
六
六
年
後
半
の
直
前
ま
で
の
時
期
を
対
象
に
、
両
者
の
書
翰
を
、
彼
ら
と
国
王
な
い
し
教
皇
と
の
間
の
書
翰
も
視
野
に
入
れ
て
、
検

討
し
て
み
た
い
。
こ
の
期
間
に
は
、
以
下
の
五
通
が
残
存
し
て
い
る
。

一
通
目
は
、
一
一
六
四
年
一
一
月
二
九
日
頃
の
ト
マ
ス
の
教
皇
宛
書
翰
で
あ
る

(�)
。
ト
マ
ス
の
文
書
庫
に
由
来
す
る
手
書
本
は
草
稿
段

階
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
ノ
ー
サ
ム
プ
ト
ン
国
王
評
議
会
で
の
事
件
に
つ
い
て
の
ト
マ
ス
に
よ
る
教
皇
へ
の
上
訴
状
で
あ
る

(�)

。
こ
の

書
翰
の
中
で
ト
マ
ス
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
司
教
達
を
非
難
の
対
象
と
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ギ
ル
バ
ー
ト
を
名
指
し
で
攻
撃
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

二
通
目
は
、
ト
マ
ス
に
よ
る
先
の
上
訴
に
つ
い
て
の
教
皇
の
回
答
書
で
あ
り

(�)
、
一
一
六
四
年
一
一
月
か
ら
一
一
六
五
年
八
月
の
間
に
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発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
の
中
で
教
皇
は
、
ノ
ー
サ
ム
プ
ト
ン
国
王
評
議
会
で
の
ト
マ
ス
に
対
す
る
判
決
は
無
効
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

三
通
目
は
、
一
一
六
五
年
に
教
皇
か
ら
ギ
ル
バ
ー
ト
に
宛
て
ら
れ
た
書
翰
で
あ
る

(�)

。
こ
れ
は
教
皇
が
国
王
へ
の
取
り
な
し
を
ギ
ル
バ
ー

ト
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
四
通
目
は
、
前
述
の
取
り
な
し
の
依
頼
に
関
す
る
ギ
ル
バ
ー
ト
か
ら
教
皇
へ
の
報
告
書
で
あ
る

(�)

。
一
一
六
五
年
七
月
末
か
ら

八
月
の
間
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
ま
ず
、
教
皇
に
よ
っ
て
依
頼
さ
れ
た
以
下
の
四
点
が
、
ギ
ル
バ
ー
ト
に
よ
っ
て

実
際
に
国
王
に
提
示
さ
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
四
点
と
は
、
国
王
が
、
真
実
と
正
義
の
道
に
戻
る
こ
と
、
ロ
ー
マ
教
会

を
尊
重
し
て
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
上
訴
を
禁
じ
な
い
こ
と
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
を
帰
還
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
内

の
教
会
と
教
会
人
に
圧
力
を
か
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
続
い
て
、
次
に
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
四
点
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る

国
王
か
ら
の
回
答

こ
れ
は
上
述
の
四
点
そ
れ
ぞ
れ
に
正
確
に
対
応
す
る
回
答
と
は
な
っ
て
い
な
い

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国

王
は
ロ
ー
マ
教
会
を
尊
重
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
上
訴
に
関
し
て
は
国
王
の
権
威
と
命
令
に
よ
っ
て
自
ら
の
権
利
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
を
試
さ
な
い
限
り
い
か
な
る
聖
職
者
も
出
国
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
国
王
の
名
誉
と
義
務
に
属
す
る
と
い
う

こ
と

(�)

、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
関
し
て
は
彼
が
教
皇
に
よ
っ
て
破
門
さ
れ
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
大
司
教
を
追

放
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
以
上
が
国
王
の
回
答
と
し
て
教
皇
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
教
皇
が
、
国
王
と
ト
マ
ス

の
対
立
を
和
解
に
導
く
た
め
の
仲
介
役
と
し
て
、
ギ
ル
バ
ー
ト
を
頼
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

五
通
目
は
、
一
一
六
六
年
初
め
に
ト
マ
ス
が
ギ
ル
バ
ー
ト
へ
宛
て
た
書
翰

｢

リ
ケ
ッ
ト
・
テ
ィ
ビ｣

で
あ
る

(�)

。
こ
の
書
翰
で
は
、
ト

マ
ス
が
ギ
ル
バ
ー
ト
に
、
誤
り
を
正
す
よ
う
に
と
穏
や
か
に
忠
告
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
ト
マ
ス
は
ま
だ
、｢

ギ
ル
バ
ー
ト
か

ら
の
援
助
に
望
み
を
抱
い
て
い
る｣ (�)

よ
う
で
あ
る
。
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以
上
か
ら
、
一
一
六
六
年
初
め
の

｢

リ
ケ
ッ
ト
・
テ
ィ
ビ｣

ま
で
の
書
翰
を
辿
る
限
り
、
そ
れ
ま
で
の
時
期
に
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー

ト
の
間
に
激
し
い
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
以
下
で
は
、
一
一
六
六
年
初
め
の

｢

リ
ケ
ッ
ト
・

テ
ィ
ビ｣
書
翰
と
一
一
六
六
年
後
半
の

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
と
の
間
に
何
か
決
定
的
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た

の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

｢

リ
ケ
ッ
ト
・
テ
ィ
ビ｣

書
翰
と

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
の
間
の
事
件

ト
マ
ス
は
、
一
一
六
六
年
六
月
一
二
日
に
、
以
下
の
人
々
に
対
す
る
破
門
と
聖
務
停
止
を
ヴ
ェ
ス
レ
イ
で
宣
告
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
シ
ス
マ
を
支
持
し
た
と
し
て
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
イ
ル
チ
ェ
ス
タ
を
、
一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ

ン
ド
ン
法

(

以
下
、
年
号
を
付
さ
ず
に
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
と
略
記)

を
起
草
し
た
張
本
人
と
し
て
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ゥ
・
ル
ー
シ
ー
と

ジ
ョ
ス
リ
ン
・
ド
ゥ
・
バ
リ
オ
ル
を
、
そ
し
て
カ
ン
タ
ベ
リ
教
会
の
財
産
を
侵
奪
し
た
と
し
て
ラ
ナ
ル
フ
・
ド
ゥ
・
ベ
ッ
ク
と
ヒ
ュ
ー
・

オ
ヴ
・
セ
ン
ト
ク
レ
ア
と
ト
マ
ス
・
フ
ィ
ッ
ツ
バ
ー
ナ
ー
ド
を
破
門
す
る
と
宣
告
し
、
ジ
ョ
ス
リ
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
を
聖
務

停
止
に
す
る
と
宣
告
し
た
。
こ
の
破
門
と
聖
務
停
止
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
告
知
す
る
書
翰

(�)

や
そ
れ
を
周
知
さ
せ
る
た
め
の
複
数
の
書

翰(�)が
残
存
し
て
い
る
。
後
者
の
う
ち
、
一
一
六
六
年
六
月
一
二
日
の
ギ
ル
バ
ー
ト
お
よ
び
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
管
区
の
全
司
教
宛
書
翰

｢

フ
ラ
ト
レ
ス
・
メ
イ｣ (�)
で
は
、
国
王
へ
の
聖
務
停
止
な
い
し
破
門
の
予
告
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
書
翰

の
中
で
ト
マ
ス
が
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
達
の
破
門
等
の
周
知
を
、
ギ
ル
バ
ー
ト
に
依
頼
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ト
マ
ス
は
ま
だ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
会
行
政
に
つ
い
て
ギ
ル
バ
ー
ト
を
頼
り
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
一
一
六
六
年
五
月
末
な
い
し
六
月
初
め
に
、
あ
る
書
翰
を
ト
マ
ス
が
国
王
宛
に
発
す
る
と
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
関

係
は
明
ら
か
に
対
立
の
方
向
に
動
き
始
め
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
国
王
宛
書
翰
と
は
、
の
ち
に
ギ
ル
バ
ー
ト
に
よ
っ
て

｢

脅
迫

論 説

(熊本法学127号 '13) 248



(�����
／�������������

)｣ (�)

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

｢

デ
シ
デ
リ
オ
・
デ
シ
デ
ラ
ー
ヴ
ィ｣

書
翰

(�)

の
こ
と
で
あ
る
。
ト
マ

ス
は
こ
の
書
翰
を
挨
拶
文
な
し
で
書
き
始
め
て
お
り
、
両
剣
論
を
展
開
し
た
直
後
で
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
の
定
め
に
言
及
し
な
が
ら
、

国
王
が
行
な
う
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
列
挙
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、｢

あ
な
た

[

王]

が
、
誰
か
を
破
門
す
る
こ
と
や
解
く
こ
と

を
司
教
に
命
じ
た
り
、
聖
職
者
を
世
俗
の
審
理
に
引
き
渡
し
た
り
、
教
会
と
十
分
の
一
税
に
関
す
る
裁
判
を
行
な
っ
た
り
、
司
教
が
誠

実
と
誓
約
違
反
の
事
件
を
取
り
扱
う
こ
と
を
禁
じ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
種
の
多
く
の
こ
と

[

を
規
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す]

。
こ
れ
ら
は
、
あ
な
た
が

｢

祖
父
の
慣
習｣

と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
あ
な
た
の
慣
習

[

ク
ラ
レ
ン
ド

ン
法]

に
書
か
れ
て
い
ま
す｣ (�)
と
。
さ
ら
に
は
、
国
王
に
対
し
て
、
警
告
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
、
シ
ス
マ
を
支
持
し
な
い
よ
う
、
カ
ン

タ
ベ
リ
教
会
の
財
産
を
奪
お
う
と
す
る
こ
と
な
く
返
還
す
る
よ
う
、
そ
し
て
カ
ン
タ
ベ
リ
へ
の
自
ら
の
帰
還
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
、
迫
っ

て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
で
、
以
上
の
こ
と
を
な
さ
ね
ば

｢

神
の
厳
し
さ
と
復
讐
を
受
け
る
こ
と
に
な
る｣ (�)

と

｢

脅
迫｣

し
て
い
る
。

ト
マ
ス
の
こ
の
動
き
に
対
し
て
ギ
ル
バ
ー
ト
達
が
と
っ
た
行
動
は
、
教
皇
へ
の
上
訴
で
あ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
一
一
六
六
年
六
月

二
四
日
頃
に

｢

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
管
区
の
全
司
教
と
全
聖
職
者｣

の
名
の
下
で
書
い
た

｢

ク
エ
・
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
・
パ
テ
ル｣

書
翰

(�)

に

よ
っ
て
、
こ
の
上
訴
に
つ
い
て
ト
マ
ス
に
知
ら
せ
て
お
り
、
上
訴
の
理
由
を
説
明
す
る
中
で
、
聖
務
停
止
な
い
し
破
門
の
宣
告
が
ま
さ

に
発
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ト
マ
ス
が
国
王
を

｢

脅
迫｣

し
た
こ
と
を
強
く
非
難
し
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司
教
ジ
ョ

ス
リ
ン
の
聖
務
停
止
と
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
聖
堂
参
事
会
長
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
破
門
に
も
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
書
翰
に
対
す
る
ト
マ
ス
か
ら
の
返
書
の
一
つ
で
あ
る

｢
フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

に
お
け
る
主
要
な
論
点

の
中
の
一
つ
を
構
成
し
て
い
る
の
が
、
ギ
ル
バ
ー
ト
達
が
行
な
っ
た
こ
の
上
訴
の
適
法
性
で
あ
る

(�)
。

以
上
か
ら
考
え
る
な
ら
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
明
白
な
対
立
の
起
点
は
、
一
一
六
六
年
の
六
月
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
一
六
四
年
に

｢

王
国
の
慣
習｣

が
一
六
条
か
ら
成
る
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
と
し
て
成
文
化
さ
れ
、
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国
王
と
ト
マ
ス
の
関
係
が
よ
り
悪
化
し
始
め
た
と
さ
れ
る
時
期
に
は
、
ま
だ
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
は
対
立
関
係
に
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
念
の
た
め
、
次
に
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
に
対
す
る
態
度
が
極
め
て
大
き
く
異
な
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三

一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
に
対
す
る
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
態
度

ト
マ
ス
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
に
対
す
る
態
度
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
述
の

｢

フ
ラ
ト
レ
ス
・
メ
イ｣

書
翰

(�)

に
お
い
て
、
ト
マ
ス
は
、

ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
を

｢

慣
習

(�������������)｣
で
は
な
く

｢

不
正

(����������)｣ (�)

と
表
現
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
同
書
翰

の
中
で
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
が
含
ん
で
い
る

｢

不
正｣

と
は
具
体
的
に
何
な
の
か
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

王
の
許
可
が
な
け
れ
ば
如
何
な
る
事
件
に
つ
い
て
も
使
徒
の
座
へ
上
訴
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
王
の
許
可
が
な
け
れ
ば
大
司

教
も
司
教
も
出
国
し
、
主
君
た
る
教
皇
の
召
喚
に
応
じ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
王
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
司
教
は
、
王
の
直
接

授
封
者
を
誰
も
破
門
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
彼
ら
自
身
の
土
地
で
あ
れ
、
そ
の
役
人
達
の
土
地
で
あ
れ
、
聖
務
停
止
の
も
と
に

置
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
司
教
は
、
偽
証
や
誓
約
違
反
の
者
を
誰
も
罰
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
聖
職
者
が
世
俗
の
裁
判
に

引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
。
王
で
あ
れ
、
そ
れ
以
外
の
者
で
あ
れ
、
俗
人
は
、
教
会
と
十
分
の
一
税
に
関
す
る
事
件
を
審
理
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
種
の
こ
と

(�)
。

こ
こ
で

｢

不
正｣

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
第
八
条
、
第
四
条
、
第
七
条
、

第
一
五
条
、
第
三
条
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
第
一
条
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(�)
。
た
だ
し
、
十
分
の
一
税
に
関
す
る
規
定
は
ク
ラ
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レ
ン
ド
ン
法
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
な
お
、
第
八
条
と
第
四
条
を
除
く
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
は
、
前
述
の

｢

デ
シ
デ
リ
オ
・
デ
シ
デ
ラ
ー

ヴ
ィ｣
書
翰
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ト
マ
ス
は
、
第
一
条
、
第
三
条
、
第
七
条
、
第
一
五
条
の
内
容
に
言
及
し
な
が
ら
、
破
門

を
命
ず
る
権
利

(

第
七
条)

、
教
会
、
十
分
の
一
税
、
聖
職
者
、
そ
し
て
誓
約
に
関
す
る
裁
判
権

(

第
一
条
、
第
三
条
、
第
一
五
条)

を
国
王
は
持
っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。

そ
れ
で
は
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
に
対
す
る
ギ
ル
バ
ー
ト
の
態
度
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
各
条
項
に
対
す
る
彼
の
見
解
は
、
彼
の
ど
の
書

翰
の
中
に
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
も
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
の
中
に
は
問
題
の
あ
る
条
項
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
た
こ

と
が
、｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰

(�)
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
書
翰
の
中
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
王
の
威
厳
の
遵
守
が
あ
な
た
[

ト
マ
ス]

と
あ
な
た
の
教
会
の
属
司
教
達
か
ら
要
求
さ
れ
た
時
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
幾
つ

か
に
お
い
て
神
の
教
会
の
自
由
が
抑
圧
さ
れ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
私

[

ギ
ル
バ
ー
ト]

達
は
、
神
の
名
誉
と
私
達
の
身
分
を

害
さ
ず
に
遵
守
さ
れ
う
る
こ
と
を
除
い
て
、
同
意
を
与
え
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
す

(�)

。

ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
を
意
味
す
る

｢

王
の
威
厳｣

の
中
に
、｢

教
会
の
自
由｣

を
抑
圧
す
る
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
と
ギ
ル
バ
ー
ト
が
述

べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
の
中
に
は

｢
教
会
の
自
由｣

に
と
っ
て
問
題
の
あ
る
条
項
が
存
在
す
る
と
彼
も
認
識
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ト
マ
ス
も
ギ
ル
バ
ー
ト
も
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
の
中
に
は
問
題
の
あ
る
条
項
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
た
と
い
う
点
で
は
、
一
致
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
と
の
間
の
対
立
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
対
立
点
に
つ
い
て
、
両
剣
論
と
い
う

観
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
検
討
す
る
前
に
、
両
者
の
両
剣
論
が
依
拠
し
て
い
る

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

と

『

教
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令
集』

の
関
係
法
文
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

第
二
節

教
皇
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
の
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
一
世
宛
書
翰
と

『

グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
教
令
集』

一

教
皇
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
の
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
一
世
宛
書
翰

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

[

一]

神
聖
な
る
皇
帝
よ
、
確
か
に
、
主
と
し
て
こ
の
世
を
統
治
す
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
司
祭
の
聖
な
る
権
威

と
王
の
権
力
で
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
神
の
裁
き
に
お
い
て
司
祭
が
王
自
身
の
た
め
に
主
に
向
か
っ
て
釈
明
し
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
だ
け
、
祭
司
の
権
威
は
益
々
増
大
し
ま
す
。[

二]

最
も
慈
悲
深
い
息
子
よ
、
実
際
、
あ
な
た
は
次
の
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
は
威
厳
に
よ
っ
て
人
類
を
統
治
し
て
い
る
と
は
い
え
、
し
か
し
あ
な
た
は
、
神
の
事
柄
の
指
導
者

[

祭
司]

に
対
し
て
ひ
た
向
き
に
首
を
垂
れ
、
そ
し
て
あ
な
た
の
救
済
の
状
況
を
彼
ら

[

祭
司]

に
期
待
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。
ま
た
、
あ
な
た
は
次
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
天
上
に
お
け
る
秘
蹟
を
手
に
入
れ
る
こ
と
と
そ

の
秘
蹟
を
適
切
に
配
分
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
あ
な
た
は
、
宗
教
の
秩
序
に
従
っ
て
、
先
ん
じ
る
の
で
は
な
く
、
従
わ
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

(�)

。([

一]
[

二]

は
筆
者
に
よ
る
挿
入)

論 説

(熊本法学127号 '13) 252



こ
こ
で
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
人
類
を
統
治
し
て
い
る
皇
帝
も
、｢

神
の
事
柄

(����������)｣

な
い
し

｢

秘

蹟

(�����������
)｣

に
関
し
て
は
、
祭
司
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
場
合
も

｢

王
の
権
力

(���������������)｣
が

｢

司
祭
の
権
威

(��������������������
)｣

に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、

彼
は
、
二
つ
の
権
力
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
彼
は
、
別
の
と
こ
ろ
で
、
よ
り
は
っ
き
り

と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
皇
帝
が

｢

世
俗
の
事
柄

(�������������)｣
を
担
う
こ
と
も
明
示
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
は
…
二
つ
の
権
力
の
職
務
を
、
各
々
の
活
動
と
別
々
の
権
威
に
従
っ
て
区
別
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
皇
帝
が
、
永
遠
の
生
活
の
た
め
に
司
祭
を
必
要
と
し
、
司
祭
が
、
世
俗
の
事
柄
の
推
進
の
た
め
に
皇
帝
に
よ
る
統
治
を
利
用

す
る
た
め
で
す

(�)
。

以
上
か
ら
、
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
は
、
聖
俗
両
権
力
の
並
置
性
と
相
互
協
調
性
を
主
張
す
る
聖
俗
相
互
協
調
型
の
両
剣
論
を
主
張
し
て

い
る
と
同
時
に
、
二
つ
の
権
力
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二

『

グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
教
令
集』

一
一
四
〇
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た

『

教
令
集』

の
中
で
、
両
剣
論
に
関
係
す
る
箇
所
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
第
一
部
第
九
六

分
節
第
九
、
一
〇
、
一
一
、
一
二
法
文
、
第
二
部
第
二
事
例
第
七
設
問
第
四
一
法
文
、
そ
し
て
そ
の
第
四
一
法
文
の
後
に
書
か
れ
て
い

る
グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
の
付
言
で
あ
る
。

第
一
部
第
九
六
分
節
第
九
法
文
で
は
、｢

祭
司
は
王
と
君
侯
の
父
で
あ
り
師
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る｣ (�)
と
い
う
標
題
の
後
、
教
皇
グ
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レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の
メ
ッ
ツ
司
教
ヘ
ル
マ
ン
宛
書
翰
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
の
祭
司
が
、
王
と
君
侯
と
全
て
の
信
徒
達
の
父
で
あ
り
師
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
誰
が
疑
う
こ
と
が
で
き

ま
し
ょ
う
。
も
し

[

誰
か
が]

、
子
が
父
を
、
弟
子
が
師
を
、
自
ら
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
し
て
不
当
な
義
務
に
よ
っ

て
、
地
上
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
天
上
に
お
い
て
も
彼
に
よ
っ
て
自
ら
が
繋
が
れ
た
り
解
か
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

[

誰
も
が]

考
え
る
そ
の
お
方
を
、
自
ら
の
権
力
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
嘆
か
わ
し
い
愚
行
に
属
す
る
も
の
だ

と
認
識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

(�)
。

こ
の
法
文
で
は
、
王
は
祭
司
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
教
会
権
力
は
世
俗
権
力
の
上
位
に
置
か
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

続
く
同
所
第
一
〇
法
文
で
は
、｢

聖
な
る
司
祭
の
権
威
と
王
の
権
力
が
こ
の
世
の
舵
を
取
っ
て
い
る｣ (�)

と
い
う
標
題
の
後
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

[

一]

神
聖
な
る
皇
帝
よ
、
確
か
に
、
主
と
し
て
こ
の
世
を
統
治
す
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
司
祭
の
聖
な
る
権
威

と
王
の
権
力
で
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
神
の
裁
き
に
お
い
て
司
祭
が
人
間
達
の
王
自
身
の
た
め
に
釈
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る

だ
け
、
祭
司
の
権
威
は
益
々
増
大
し
ま
す
。
そ
し
て
少
し
後
で

[
以
下
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す]

。[

三]

し
た
が
っ
て
、
そ

れ
ら
の
中
で
、
あ
な
た

[

皇
帝]

は
彼
ら

[

祭
司]

の
判
決
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら

[

祭
司]

を
あ
な
た

の
意
思
に
従
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
あ
な
た
は
認
識
し
て
い
ま
す

(�)
。
…
。([

一]
[

三]

は
筆
者
に
よ
る
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挿
入)

第
一
〇
法
文
の
典
拠
は
、
教
皇
ゲ
ラ
シ
ウ
ス

[

一
世]

の
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス

[

一
世]

宛
書
翰
で
あ
る
と
、『

教
令
集』

で
は

示
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

と
比
較
し
て
み
る
と
、
引
用
部
分
の
後
半
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
法
文
で
は
、｢
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

に
お
け
る

[

二]

以
下
の
文
章
が
削
除
さ
れ
、
代
わ
り
に

[

三]

以
下
の
文
章
が
挿
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
挿
入
部
分

[
三]

は
、
実
は
、｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

で
は
、
削
除
部
分

[

二]

の
直
後
に
登
場
す
る

(�)

。｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書

翰｣

の
こ
の
改
変
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
が
一
〇
八
一
年
に
メ
ッ
ツ
司
教
ヘ
ル
マ
ン
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
引

用
し
た

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣
の
改
変
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

(�)

。『

教
令
集』

の
当
該
法
文
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
の

書
翰
に
引
用
さ
れ
た

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

の
改
変
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

『

教
令
集』

に
基
づ
い
た
ト
マ
ス
も
改
変
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
依
拠
し
た
こ
と
に
な
る
。
改
変
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
本
法
文
で
は
、

削
除
部
分

[

二]

で
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、｢

神
の
事
柄｣

な
い
し

｢

秘
蹟｣

に
関
し
て
は
皇
帝
も
祭
司
に
従
う
と
い
う

部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
い
か
な
る
場
合
で
も
皇
帝
は
祭
司
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
法
文
全
体
で
は
、
世
俗
権
力
に
対
す
る
教
会
権
力
の
優
位
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
一
〇
法
文
に
続
く
二
つ
の
法
文
で
も
、
世
俗
権
力
に
対
す
る
教
会
権
力
の
優
位
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
所
第
一
一
法
文
で
は
、

｢

皇
帝
は
、
司
祭
に
先
ん
じ
る
の
で
は
な
く
、
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い｣ (�)
と
い
う
標
題
に
、
以
下
の
よ
う
な
法
文
が
続
い
て
い
る
。

…
世
俗
法
や
こ
の
世
の
権
力
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
司
祭
や
祭
司
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
や
祭
司
が
叙
任
さ
れ

た
り
、
審
理
さ
れ
た
り
、
誤
り
か
ら
立
ち
返
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
、
全
能
の
神
は
欲
し
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
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教
徒
の
皇
帝
達
は
、
彼
ら
の
統
治
を
教
会
の
指
導
者

[

祭
司]

の
下
に
置
く
べ
き
で
あ
っ
て
、
上
に
置
く
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん

(�)
。

ま
た
、
同
所
第
一
二
法
文
で
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
一
世
の
東
方
司
教
宛
書
翰
を
典
拠
と
す
る

パ
レ
ア
で
あ
る

(�)
。

教
会
で
な
け
れ
ば
司
祭
に
つ
い
て
決
し
て
裁
か
な
か
っ
た
こ
と
。
主
と
し
て
教
会
に
任
じ
ら
れ
た
司
祭
な
し
に
そ
の
よ
う
な
者

[

司
祭]

に
つ
い
て
判
決
を
下
す
こ
と
は
人
法
に
属
す
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
君
侯
は
教
会
の
決
定
に
常

に
従
い
、
そ
の

[

君
侯
の]
権
力
を
教
会
の
決
定
の
前
に
置
か
な
い
こ
と
。
君
侯
は
頭
を
常
に
司
教
に
下
げ
、
司
教
の
頭
に
つ

い
て
裁
か
な
い
こ
と

(�)
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
部
第
二
事
例
第
七
設
問
第
四
一
法
文
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
の
付
言
に
お
い
て
は
、
教
会

権
力
は
世
俗
権
力
の
上
位
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

…
し
か
し
、
以
下
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
世
を
統
治
す
る
人
格
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

王
の
人
格
と
祭
司
の
人
格
で
す
。
王
が
世
俗
の
事
柄
に
お
い
て
上
位
に
立
つ
の
と
同
じ
よ
う
に
、
祭
司
は
神
の
事
柄
に
お
い
て

上
位
に
立
ち
ま
す
。
身
体
的
罰
を
課
す
こ
と
は
王
に
属
し
、
霊
的
な
罰
を
与
え
る
こ
と
は
祭
司
に
属
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ダ
ビ
デ
は
、
王
と
し
て
の
塗
油
に
よ
り
世
俗
の
事
柄
に
お
い
て
は
祭
司
や
預
言
者
よ
り
も
上
位
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
神

論 説

(熊本法学127号 '13) 256



の
事
柄
に
お
い
て
は
彼
ら
よ
り
も
下
位
に
立
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
王
達
は
預
言
者
と
祭
司
に
よ
っ
て
塗
油
さ
れ
、
王
達

の
罪
は
彼
ら
の
献
納
に
よ
っ
て
贖
わ
れ
ま
し
た

(�)

。
…
。

こ
の
グ
ラ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
の
付
言
に
お
い
て
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
い
う
二
つ
の
独
立
し
た
権
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
祭
司
は

｢

神
の
事
柄

(��������)｣
に
お
い
て
は
上
位
に
立
ち
、
王
は

｢

世
俗
の
事
柄

(�����������)｣
に
お
い
て
は
上
位
に
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

｢

神
の
事
柄｣

に
お
い
て
は
王
が
下
位
に
立
つ
こ
と
に
も
言

及
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
付
言
が
置
か
れ
て
い
る
直
前
の
第
二
部
第
二
事
例
第
七
設
問
第
四
一
法
文
は
、
教
皇
レ
オ
四
世
が
皇
帝
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ

[

二
世]

に
宛
て
た
書
翰
を
典
拠
と
し
て
お
り
、｢

教
皇
が
臣
民
に
対
し
て
何
か
不
正
に
行
な
っ
た
な
ら
ば
、
教
皇
は
皇
帝
の
裁
判
に
よ
っ

て
修
正
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る｣ (�)
と
い
う
標
題
に
続
い
て
、
教
皇
が
皇
帝
の
修
正
に
服
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

私
が
も
し
何
か
を
不
十
分
に
行
な
い
、
臣
民
に
お
い
て
法
の
道
を
正
し
く
保
持
し
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
あ
な
た
の

判
決
あ
る
い
は
あ
な
た
の
派
遣
し
た
者
達
の
判
決
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
修
正
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す

(�)

。
…
。

以
上
の
よ
う
に
、
総
じ
て
言
え
ば
、『

教
令
集』

に
は
、
教
会
優
位
型
両
剣
論
に
と
っ
て
も
、
聖
俗
相
互
協
調
型
両
剣
論
に
と
っ
て

も
、
典
拠
と
し
う
る
記
述
が
あ
る
。
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第
三
節

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
と

ロ
ン
ド
ン
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
両
剣
論

一

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
両
剣
論

ト
マ
ス
が
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
最
も
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

が
、
い
ず
れ
も
国
王
ヘ
ン
リ
二
世
に
宛
て
ら
れ
た

｢

デ
シ
デ
リ
オ
・
デ
シ
デ
ラ
ー
ヴ
ィ｣

書
翰
と

｢

エ
ク
ス
ペ
ク
タ
ン
ス
・
エ
ク
ス
ペ

ク
タ
ー
ヴ
ィ｣

書
翰
で
あ
る
。

彼
は
、
一
一
六
六
年
五
月
末
な
い
し
六
月
初
め
の

｢

デ
シ
デ
リ
オ
・
デ
シ
デ
ラ
ー
ヴ
ィ｣

書
翰

(�)

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

何
故
な
ら
、
神
の
教
会
は
、
聖
職
者
と
民
と
い
う
二
つ
の
身
分
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
使
徒
た
ち
、
教
皇
、
司
教
、
そ

し
て
そ
の
他
の
教
会
の
博
士
た
ち
は
聖
職
者
の
中
に
あ
り
ま
す
。
神
の
教
会
の
管
理
と
統
治
は
、
彼
ら
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
彼
ら
が
、
全
体
を
、
魂
の
救
済
に
至
ら
せ
る
た
め
に
、
教
会
の
業
務
を
執
り
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
…
王
、
君

侯
、
公
、
伯
、
そ
し
て
そ
の
他
の
権
力
者
た
ち
は
、
民
の
中
に
あ
り
ま
す
。
彼
ら
が
、
全
体
を
、
教
会
の
平
和
と
統
一
に
至
ら

せ
る
た
め
に
、
世
俗
の
業
務
を
執
り
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
王
た
ち
が
そ
の
権
力
を
教
会
か
ら
受
け
取
っ
て
お

り
、
教
会
が
そ
の
権
力
を
王
た
ち
か
ら
で
は
な
く
キ
リ
ス
ト
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
の
は
確
か
な
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
…

(�)

。
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こ
こ
で
は
、
神
の
教
会
は

｢

聖
職
者

(������)｣
と

｢

民

(�������)｣

と
い
う

｢

二
つ
の
身
分

(����������)｣

に
基
づ
い

て
お
り
、｢

聖
職
者｣

身
分
が

｢

教
会
の
業
務

(����������������������
)
｣

を
、｢

民｣

の
身
分
が

｢

世
俗
の
業
務

(����������������)｣
を
執
り
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
し
て
、
二
つ
の
身
分
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
が
あ
る
と
ト
マ
ス
は

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
二
つ
の
身
分
を
並
置
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、｢

聖
職
者｣

を

｢

民｣

よ
り
上
位
に
置
い
て
い
る
。

｢

教
会
が
そ
の
権
力
を
…
キ
リ
ス
ト
か
ら
受
け
取｣

り
、｢

王
た
ち
が
そ
の
権
力
を
教
会
か
ら
受
け
取
っ
て｣

い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

別
の
書
翰

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣ (�)
で
も
、
ト
マ
ス
は
ギ
ル
バ
ー
ト
に

｢

兄
弟
よ｣

と
呼
び
か
け
て
、｢

王
国
の

法
と
、
教
会
の
法
を
混
同
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
実
際
、
そ
の
二
つ
の
権
力
は
別
物
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の

一
方
は
実
力
と
権
力
を
他
方
か
ら
得
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す｣ (�)
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
と
は
世
俗
権
力
を
、
他
方
と
は
教
会
権
力
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ト
マ
ス
は
、
教
会
権
力
を
世
俗
権
力
の
上
位
に
置
い
て
い
る
。

ま
た
、
一
一
六
六
年
六
月
一
二
日
よ
り
後
に
書
か
れ
た
国
王
ヘ
ン
リ
二
世
宛

｢

エ
ク
ス
ペ
ク
タ
ン
ス
・
エ
ク
ス
ペ
ク
タ
ー
ヴ
ィ｣

書

翰(�)

で
は
、『

教
令
集』

か
ら
の
引
用
に
基
づ
い
て
、
ト
マ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
総
じ
て
言
え
ば
、
教
会
権
力
を
世
俗
権
力

の
上
位
に
置
き
、
教
会
優
位
型
の
両
剣
論
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
。

[

一]

最
も
親
愛
な
る
王
よ
、
神
の
教
会
に
配
分
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
こ
の
世
の
権
力
者
に
で
は
な
く
、
神
の
祭
司
に
属
す

る
こ
と
を
神
は
欲
し
、
そ
の
権
力
者
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
な
ら
、
彼
ら
が
神
の
教
会
の
祭
司
に
従
う
こ
と
を
神
は
欲
し
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
は
、
他
人
の
権
利
や
、
他
人
に
割
り
当
て
ら
れ
た
職
務
を
、
自
ら
の
も
の
と
主
張
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
神

全
て
の
事
柄
は
神
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

と
争
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
神
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の
恩
恵
に
対
し
て

あ
な
た
は
あ
な
た
の
権
力
を
神
か
ら
得
て
い
る
の
で
す

あ
な
た
が
争
っ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
な
い

た
め
で
す

(�)
。[

二]
｢

世
俗
法
や
こ
の
世
の
権
力
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
司
祭
や
祭
司
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
が

叙
任
さ
れ
た
り
、
審
理
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
、
全
能
の
神
は
欲
し
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
王
達
は
、
彼
ら
の
統
治
を
教
会

の
指
導
者

[

祭
司]

の
下
に
置
く
べ
き
で
あ
っ
て
、
上
に
置
く
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん｣ (�)

。[

三]

実
際
、
以
下
の
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。｢

教
会
で
な
け
れ
ば
祭
司
に
つ
い
て
決
し
て
裁
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
者

[

祭
司]

に
つ
い
て

判
決
を
下
す
こ
と
は
人
法
に
属
す
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
君
侯
は
教
会
の
決
定
に
常
に
従
い
、
そ
の

[

君

侯
の]

権
力
を
教
会
の
決
定
の
前
に
置
か
な
い
こ
と
、
君
侯
は
頭
を
常
に
司
教
に
下
げ
、
司
教
に
つ
い
て
裁
か
な
い
こ
と｣ (�)

。

[

四]
｢

確
か
に
、
主
と
し
て
世
界
を
統
治
す
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
司
祭
の
聖
な
る
権
威
と
王
の
権
力
で
す
。
こ

れ
ら
の
う
ち
、
神
の
裁
き
に
お
い
て
祭
司
が
王
自
身
の
た
め
に
釈
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
祭
司
の
権
威
は
益
々
増
大

し
ま
す
。
確
か
に
、
あ
な
た

[
王]
は
彼
ら

[

祭
司]

の
判
決
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら

[

祭
司]

を
あ
な

た
の
意
思
に
従
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
な
た
は
認
識
し
た
は
ず
で
す
。
…｣ (�)

。([

一]

か
ら

[

四]

は
筆

者
の
挿
入)

こ
の
引
用
部
分
の

[

二]
[

三]
[

四]

は

『

教
令
集』

に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、[

一]

が
何
か
に
依
拠
し
て
書
か
れ
た
の

か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。[

一]

か
ら
は
次
の
二
点
が
確
認
で
き
る
。
第
一
に
、
前
述
の

｢

デ
シ
デ
リ
オ
・
デ
シ
デ
ラ
ー
ヴ
ィ｣

書
翰
で
述
べ
ら
れ
た
二
つ
の
身
分
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
に
は
言
及
が
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、｢

教
会
に
配
分
さ

れ
る
べ
き
も
の｣

は
祭
司
に
属
し
て
お
り
、
世
俗
権
力
者
が
祭
司
に
属
す
る
権
利
や
職
務
を
自
ら
の
も
の
と
主
張
し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
祭
司
に
属
す
る
も
の
が
奪
わ
れ
る
場
合
だ
け
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
逆
の
場
合
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
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点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
第
二
に
、
本
書
翰
で
は
、｢

あ
な
た

[

王]｣

は
あ
な
た
の
権
力
を
神
か
ら
得
て
い
る｣

と
述
べ
ら
れ
て

は
い
る
も
の
の

聖
俗
相
互
協
調
型
両
剣
論
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に

教
会
権
力
も
世
俗
権
力
も
と
も
に
神
に
由
来
す
る

と
し
て
二
つ
の
権
力
が
並
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
世
俗
権
力
は
も
と
を
辿
れ
ば
神
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
い
う
一
般
論
を
述

べ
て
、
神
の
恩
恵
を
尊
重
す
る
よ
う
に
国
王
に
求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。[

二]

か
ら

[

四]

ま
で
に
か
け
て
引
用
さ
れ
る

『

教

令
集』

の
第
一
部
第
九
六
分
節
第
一
一
法
文
、
第
一
二
法
文
、
そ
し
て
第
一
〇
法
文
か
ら
は
、
他
方
、
ト
マ
ス
が
、
世
俗
権
力
を
教
会

権
力
の
下
位
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
第
一
〇
法
文
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
な
ら
、
ト
マ
ス
は
、｢

ゲ
ラ
シ
ウ

ス
書
翰｣

か
ら
引
用
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
改
変
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の

｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
二
通
の
書
翰
の
他
に
も
、
一
一
六
六
年
六
月
一
二
日
に
ト
マ
ス
が
ギ
ル
バ
ー
ト
と
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
管
区
の
全
司
教
に
宛

て
た

｢

フ
ラ
ト
レ
ス
・
メ
イ｣

書
翰

(�)
に
お
い
て
、
ト
マ
ス
は
、
祭
司
は
王
と
君
侯
の
父
で
あ
り
師
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る

『

教
令
集』

の
第
一
部
第
九
六
分
節
第
九
法
文
を
引
用
し
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
の
祭
司
が
、
王
と
君
侯
と
全
て
の
信
徒
達
の
父
で
あ
り
師
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
誰
が
疑
う
こ
と
が
で
き

ま
し
ょ
う
。
も
し

[

誰
か
が]

、
子
が
父
を
、
弟
子
が
師
を
、
自
ら
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
し
て
不
当
な
義
務
に
よ
っ

て
、
地
上
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
天
上
に
お
い
て
も
彼
に
よ
っ
て
自
ら
が
繋
が
れ
た
り
解
か
れ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

[

誰
も
が]

考
え
る
そ
の
お
方
を
、
自
ら
の
権
力
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
嘆
か
わ
し
い
愚
行
に
属
す
る
も
の
だ

と
認
識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

(�)
。

一二世紀後半イングランドにおける両剣論

(熊本法学127号 '13)261



さ
ら
に
、
ギ
ル
バ
ー
ト
宛
の

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル｣

書
翰

(�)

に
お
い
て
、
ト
マ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

し
た
が
っ
て
、
私
の
主
君

[

ヘ
ン
リ
二
世]

は
、
あ
な
た

[

ギ
ル
バ
ー
ト]

が
伝
え
れ
ば
、
次
の
こ
と
を
知
り
、
そ
し
て
理
解

す
る
は
ず
で
す
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
み
な
ら
ず
天
使
の
王
国
に
お
い
て
支
配
す
る
お
方
は
、
自
ら
の
も
と
に
二
つ
の
権
力
、

す
な
わ
ち
君
侯
と
祭
司
を
た
て
た
。
一
方
は
地
上
の
権
力
、
他
方
は
霊
的
な
権
力
で
あ
る
。
一
方
は
仕
え
、
他
方
は
支
配
す
る
。

神
は
一
方
に
権
力
を
与
え
、
他
方
に
は
敬
意
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
し
か
し
て
、
一
方
な
い
し
他
方
か
ら
、
そ
の
権
利

を
奪
っ
た
者
は
、
神
の
定
め
に
背
く
こ
と
に
な
る
の
で
す

(�)
。

最
後
の
一
文
に
は

｢

一
方
な
い
し
他
方
か
ら
、
そ
の
権
利
を
奪
っ
た
者
は｣

と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、｢

霊
的
な
権
力｣

に
属
す
る

権
利
が
奪
わ
れ
る
場
合
と
、｢

地
上
の
権
力｣
に
属
す
る
権
利
が
奪
わ
れ
る
場
合
と
の
相
互
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
も
で

き
る
。
し
か
し
、
最
後
の
一
文
の
直
前
ま
で
の
議
論
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
、｢

地
上
の
権
力｣

に
対
す
る

｢

霊
的
な

権
力｣

の
優
位
性
で
あ
る
。
ト
マ
ス
の
力
点
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
相
互
性
の
考
察
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

以
上
の
ト
マ
ス
の
書
翰
全
て
か
ら
、
概
し
て
言
え
ば
、
世
俗
権
力
に
対
す
る
教
会
権
力
の
優
位
性
を
説
く
教
会
優
位
型
の
両
剣
論
を

ト
マ
ス
は
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
彼
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
認
め
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
職
分
に
関
す
る
議
論
の
中
で
強
調
し
て
い
る
の
は
、
教
会
権
力
に
属
す
る
も
の
を
、
世
俗
権
力
が
自

分
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
り
、
奪
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
を
、
ト
マ
ス
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一

節
の
三
で
触
れ
た
よ
う
に
、｢

デ
シ
デ
リ
オ
・
デ
シ
デ
ラ
ー
ヴ
ィ｣

書
翰
に
お
い
て
、
彼
は
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
の
第
一
条
、
第
三
条
、

第
七
条
、
第
一
五
条
の
内
容
に
触
れ
、
破
門
を
命
ず
る
権
利

(

第
七
条)

、
教
会
、
十
分
の
一
税
、
聖
職
者
、
そ
し
て
誓
約
に
関
す
る

裁
判
権

(
第
一
条
、
第
三
条
、
第
一
五
条)

を
国
王
は
持
っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
裁
判
権
の
う
ち
、
聖
職
者
に
対
す
る
裁
判
権
に
つ
い
て
、
彼
は

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル｣

書
翰

(�)

の

中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
達
の
主
君
は
、
自
分
の
裁
判
官

[

祭
司]

達
を
敢
え
て
裁
こ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
何
故
な
ら
、
天
国
の
鍵
は
、

地
上
の
権
力
に
で
は
な
く
て
、
祭
司
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す

(�)

。

こ
う
述
べ
た
後
、
さ
ら
に
、
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
話
を
ト
マ
ス
は
取
り
上
げ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
司
教
に
関
す
る
訴
え
が
皇
帝
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
、
皇
帝
は
、｢

あ
な
た
方
は
、
真
の
神
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
神
々
で

あ
り
ま
す
。
行
き
な
さ
い
。
そ
し
て
、
あ
な
た
方
の
間
で
あ
な
た
方
の
事
件
を
解
決
し
な
さ
い
。
何
故
な
ら
、
私
達
人
間
が
神
々
を
裁

く
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
す｣ (�)
と
述
べ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
ト
マ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。｢

お
お
、
偉
大
な

皇
帝
よ
。
お
お
、
地
上
に
お
い
て
賢
明
に
統
治
す
る
者
よ
。
他
人
に
属
す
る
も
の
を
我
が
も
の
と
す
る
こ
と
な
く
、
天
に
お
け
る
永
遠

の
王
国
に
値
す
る
者
よ｣ (�)

と
。
こ
こ
で
は
、
聖
職
者
に
対
す
る
裁
判
権
を
国
王
が
持
た
な
い
理
由
を
、
ト
マ
ス
は
幾
つ
か
考
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。｢

天
国
の
鍵｣

は
、｢

地
上
の
権
力｣

で
は
な
く

｢

祭
司｣
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
の
が
一
つ
の
理
由
で
あ

り
、
聖
職
者
を
裁
く
と
い
う
こ
と
は

｢

人
間
が
神
を
裁
く｣

こ
と
で
あ
り
、｢
他
人
に
属
す
る
も
の
を
我
が
も
の
と
す
る
こ
と｣

だ
か
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ら
と
い
う
の
が
別
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
る
な
ら
、
聖
職
者
を
裁
く
こ
と
は
、
教
会
権
力
の
優
位
性
の
故
に
、
そ
し
て
教
会
権
力

に
属
す
る
も
の
を
奪
う
こ
と
に
な
る
が
故
に
、
国
王
裁
判
権
に
は
含
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。

二

ロ
ン
ド
ン
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
両
剣
論

教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書
翰
は
多
く
な
い
。
一
一
六
六
年
後
半
に
ト
マ
ス
に
宛
て
ら
れ
た

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰

(�)
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
一
方
で
は
祭
司
の
権
力
と
い
う
、
他
方
で
は
王
の
権
力
と
い
う
双
子
の
権
力
は
神
か
ら
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
両
方
の
権
力
の
い
ず
れ
も
が
あ
る
点
で
は
他
方
に
優
位
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
あ
る
点
で
は
他
方
か
ら
判

決
を
下
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
を
、
教
父
達
の
権
威
に
よ
っ
て
、
人
々
は
確
証
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
相
互
に
自

ら
に
判
決
を
下
し
、
ま
た
自
ら
に
よ
っ
て
判
決
を
下
さ
れ
る
王
達
と
司
祭
達
の
こ
の
よ
う
な
相
互
関
係
が
、
愛
の
あ
る
種
の
強

い
絆
で
あ
り
、
畏
敬
の
義
務
で
あ
り
、
他
方
に
対
し
て
平
和
が
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
双
方
に
と
っ
て
の
あ
る

種
の
必
要
性
な
の
で
あ
り
ま
す

(�)
。

こ
の
書
翰
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
は
、｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣
の
そ
れ
と
同
一
で
は
な
い
が
、
考
え
方
の
基
礎
は
、
ゲ
ラ
シ
ウ
ス

一
世
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
が
、｢

祭
司
の
権
力｣

と

｢
王
の
権
力｣

を

｢

双
子
の
権
力

(��������������)｣
と

表
現
す
る
と
と
も
に
、
二
つ
の
権
力
は
神
に
由
来
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
彼
が
二
つ
の
権
力
を
並
置
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
か
ら
で
あ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
聖
俗
相
互
協
調
型
の
両
剣
論
を
展
開
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
二
つ
の
権
力
が

｢

あ
る
点
で
は
他
方
に
優
位
す
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
あ
る
点
で
は
他
方
か
ら
判
決
を
下
さ
れ
得
る｣

と
い

う
説
明
か
ら
は
、｢

あ
る
点｣

が

｢

神
の
事
柄｣

や

｢

世
俗
の
事
柄｣

と
い
う
語
で
表
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
二
つ
の

権
力
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
得
る
。
さ
ら
に
、
二
つ
の
権
力
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
と
裁
判

管
轄
権
と
が
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
も
い
る
。｢

あ
る
点｣

で
は
、
一
方
は

｢

他
方
か
ら
判
決
を
下
さ
れ
得
る｣

と
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
引
用
に
続
く
箇
所
で
も
、｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
で
は
、
職
分
と
裁
判
管
轄
権
が
結
び
つ
け
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、｢

神
に
属
す
る
も
の｣

と

｢

王
の
も
の｣

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
よ
り
も
さ
ら
に
深
遠
な
こ
と
を
考
慮
し
て
、
あ
な
た
は
使
徒
が
教
え
て
い
る
よ
う
に
王
を
卓
越

し
た
も
の
と
し
て
敬
い
、
ま
た
王
の
正
し
き
判
決
に
服
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
王
を
裁
判
官
と
し
て
承
認
し
、
ま
た
あ
な
た
は

王
の
も
の
を
王
に
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
に
属
す
る
も
の
に
お
い
て
王
が
あ
な
た
に
服
従
す
る
よ
う
に
、
分
別
を
も
っ

て
ま
た
用
心
深
く
忠
告
し
た
の
で
あ
り
ま
す

(�)
。

｢

王
の
も
の｣

に
対
し
て
国
王
は
裁
判
管
轄
権
を
有
し
て
お
り
、｢

神
に
属
す
る
も
の｣

に
対
し
て
司
祭
は
裁
判
管
轄
権
を
有
し
て

い
る
と
論
じ
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
の
箇
所
で
は
、
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
を
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
の
中
で
、
大
司
教
の
所
領
の
一
部
を
め
ぐ
る
訴
え
に
関
す
る
国

王
か
ら
の
召
喚
に
、
ト
マ
ス
が
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
議
論
し
て
い
る
。
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彼
は
、『

教
令
集』

中
の
複
数
の
法
文
に
基
づ
い
て
、
聖
職
者
は
世
俗
裁
判
官
に
よ
っ
て
裁
か
れ
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

ひ
と
ま
ず
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
法
文
に
も
拘
わ
ら
ず
、
次
の
こ
と
を
ト
マ
ス
も
認
識
し
て
い
る
は
ず
だ
と
い
わ
ん
ば

か
り
に
、
ト
マ
ス
の
口
に
次
の
こ
と
を
語
ら
せ
て
い
る
。
次
の
こ
と
と
は
、
塗
油
の
故
に
王
は
世
俗
裁
判
官
で
あ
る
だ
け
で
な
く
教
会

裁
判
官
で
も
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
教
皇
は
、
自
ら
が
臣
民
に
対
し
て
何
か
不
正
に
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
皇
帝
の
判
決
に
よ
っ
て
修
正

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、『

教
令
集』

の
第
二
部
第
二
事
例
第
七
設
問
第
四
一
法
文
が
引
用

さ
れ
て
い
る

(�)
。
そ
の
上
で
、
ト
マ
ス
が
そ
れ
ら
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
な
ら
、
極
め
て
多
く
の
人
々
と
ト
マ
ス
の
見
解
は
一
致
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
あ
な
た
が
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
多
く
の
人
々
の
見
解
が
次
の
点
で
は
あ
な
た
の

分
別
に
合
意
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
秘
蹟
に
対
す
る
畏
敬
の
故
に
、
王
が
調
べ
王
の
裁
判
権
行
使
に
よ
っ
て
終
結
せ
し

め
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
彼
等
が
判
断
す
る
の
は
す
べ
て
の
教
会
の
事
件
と
教
会
人
の
事
件
な
の
で
は
な
く
、
彼
等
が
区
別
す

る
教
会
の
事
件
と
教
会
人
の
事
件
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

(�)
。

ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
国
王
裁
判
権
は
、
一
定
の
区
別
が
設
け
ら
れ
た
教
会
と
教
会
人
の
事
件
に
及
ぶ
と
考
え
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ

で
は
、
ど
の
よ
う
な
事
件
に
国
王
裁
判
権
は
及
ぶ
と
彼
は
考
え
て
い
る
の
か
。
国
王
裁
判
権
が
及
ぶ
全
て
の
事
件
を
ギ
ル
バ
ー
ト
は
数

え
上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ト
マ
ス
が
関
係
し
て
い
る
訴
訟
と
の
関
係
で
、
上
述
の
教
会
の
所
領
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
は

国
王
裁
判
権
が
及
ぶ
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
話
を
追
っ
て
お
こ
う
。

ギ
ル
バ
ー
ト
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
教
会
に
は
、
神
法
の
み
に
基
づ
い
て
所
有
し
て
い
る
も
の
と
、
人
法
に
基
づ
い
て
所
有
し
て
い
る
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も
の
が
あ
る
と
い
う
。
前
者
に
は
霊
的
な
も
の
と
物
質
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、
聖
職
者
の
位
階
、
聖
な
る
身
分
、
そ
れ
ら
に

関
係
す
る
権
威
と
権
力
は
霊
的
な
も
の
で
あ
り
、
十
分
の
一
税
、
奉
献
物
、
初
穂
料
は
物
質
的
な
も
の
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
に

は
、
国
王
裁
判
権
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
教
会
が
人
法
に
基
づ
い
て
所
有
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
人
々
が
寄
進
に
よ
っ

て
教
会
に
譲
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
王
達
も
財
産
を
教
会
に
寄
進
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
教
会
は
王
達
に
対
し
て
軍
事
的
な

奉
仕
や
土
地
に
付
随
し
た
奉
仕
を
行
な
う
。
以
上
を
考
え
れ
ば
、
教
会
は
、
一
方
で
は
神
の
僕
で
あ
り
、
他
方
で
は
王
に
対
し
て
奉
仕

す
る
存
在
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
ギ
ル
バ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

か
く
し
て
、
教
会
の
権
力
は
二
重
の
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
天
上
の
王
に
奉
仕
し
、
他
方
で

は
地
上
の
プ
リ
ン
ケ
プ
ス

[
君
侯]

に
王
達
に
属
す
る
も
の
を
提
供
す
る
と
い
う
よ
う
に
。
一
方
で
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
権
力

は
司
祭
達
を
神
の
僕
と
し
、
他
方
で
王
か
ら
受
け
取
っ
た
権
力
は
司
祭
達
を
伯
あ
る
い
は
バ
ロ
ン
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す

(�)

。

し
た
が
っ
て
、
人
法
に
基
づ
い
て
教
会
の
も
の
と
な
っ
た
土
地
に
関
し
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
判
決
は
王
の
も
と
で
下
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
子
で
あ
る
王
が
、
父
で
あ
る
司
祭
に
対
し
て
判
決
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
驚
く
に
は

値
し
な
い
こ
と
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(�)

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
と
い
え
る
の
か
。
彼
は
、
二
つ
の
権
力
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
と
裁
判
管
轄
権
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
お
り
、
教
会
権
力
に
属
す

る
も
の
に
祭
司
は
裁
判
管
轄
権
を
有
し
て
お
り
、
世
俗
権
力
に
属
す
る
も
の
に
王
は
裁
判
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
ト
マ
ス
も
お
そ
ら
く
こ
こ
ま
で
は
同
じ
考
え
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ト
マ
ス
の
議
論
に
お
い
て
、
教
会
権
力
に
属
す
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る
も
の
を
王
は
奪
っ
て
は
な
ら
ず
、
聖
職
者
を
裁
く
こ
と
は
教
会
権
力
に
属
す
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
王
が
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
教

会
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
け
る
世
俗
権
力
の
従
属
性
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
意
す
る
べ
き
は
、
ト
マ
ス
の

議
論
で
は
、
世
俗
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
け
る
教
会
権
力
の
従
属
性
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
、
教
会
権
力
と
世
俗

権
力
と
の
相
互
性
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
議
論
で
は
、
言
わ
ば
、
祭
司
に
属
す
る
も
の
に
お
い

て
は
王
が
従
う
こ
と
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
王
に
属
す
る
も
の
に
お
い
て
は
祭
司
が
従
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
相
互
性
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、｢

二

ロ
ン
ド
ン
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
リ
オ
ッ
ト
の
両
剣
論｣

の
冒
頭
で
引
用
し
た
部
分
に
、｢

そ

の
両
方
の
権
力
の
い
ず
れ
も
が
…
あ
る
点
で
は
他
方
か
ら
判
決
を
下
さ
れ
得
る｣

、
そ
し
て

｢

相
互
に
自
ら
に
判
決
を
下
し
、
ま
た
自

ら
に
よ
っ
て
判
決
を
下
さ
れ
る
王
達
と
司
祭
達
の
こ
の
よ
う
な
相
互
関
係｣

と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
想
起
す
れ
ば
よ
い

だ
ろ
う
。
で
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
考
え
る
、
王
に
属
す
る
も
の
に
お
い
て
祭
司
が
従
う
場
合
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
だ
ろ
う
か
。

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣
書
翰
か
ら
言
え
る
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
人
法
に
基
づ
い
て
教
会
の
も
の
と
な
っ

た
土
地

(

封)

の
場
合
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
相
互
性
な
い
し
協
調
的
相
互
関
係
を
強
調
す
る
以
上
の
よ
う
な
ギ
ル
バ
ー
ト
の

議
論
は
、
彼
の
聖
俗
相
互
協
調
型
の
両
剣
論
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
議
論
で
あ
ろ
う
。

三

ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
平
和
観

教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し
て
裁
判
管
轄
権
に
関
し
て
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
を
、
以
上
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
彼

ら
は
、
あ
る
べ
き
秩
序
の
実
現
、
す
な
わ
ち

｢

平
和｣

の
実
現
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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ト
マ
ス
は
、｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

書
翰

(�)

の
中
で
、
国
王
を

｢

教
会
の
自
由｣

の
破
壊
者
だ
と
見
な
し
て
非

難
し
て
お
り

(�)
、
ギ
ル
バ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
司
教
達
は
そ
の
よ
う
な
王
の
敵
対
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
司
教
達

の
職
務
は
、｢

教
会
の
自
由｣

を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
職
務
に
忠
実
で
あ
る
な
ら
、｢

平
和
が
一
層
速
や
か
に
や
っ
て
く
る
し
、
教

会
の
自
由
が
一
層
豊
か
に
な
る｣ (�)
と
ト
マ
ス
は
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
翰
の
別
の
箇
所
で
も
、｢

平
和
を
つ
く｣

る
こ
と
と

｢

教

会
の
自
由
を
守
る｣
こ
と
を
ト
マ
ス
は
並
置
し
て
い
る

(�)

。
こ
こ
か
ら
は
、
ト
マ
ス
が
、｢

平
和｣

と

｢

教
会
の
自
由｣

を
同
義
と
見
な

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
稿
に
お
い
て
も
簡
潔
に
指
摘
し
た
よ
う
に

(�)

、
ト
マ
ス
に
と
っ
て
の

｢

平
和｣

と
は
あ
く

ま
で
教
会
内
部
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

他
方
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰

(�)

の
中
で

｢

教
会
の
自
由｣

が
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
｢

平
和｣

と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
て
は
い
な
い
。
同
書
翰
に
お
い
て
、｢

平
和｣

は
、
む
し
ろ

教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
や
、
教
会
と
王
国
の
関
係
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

私
の
敬
虔
な
る
王

[

ヘ
ン
リ]

に
よ
っ
て
王
国
の
統
治
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
か
の
日
ま
で
…
確
か
に
聖
な
る
教
会
は
確
た
る

平
和
に
よ
っ
て
栄
え
て
お
り
ま
し
た
。
…
善
き
支
配
者
の
下
で
全
世
界
は
き
わ
め
て
快
適
に
栄
え
て
お
り
ま
し
た
。
王
権
は
教

権
に
対
し
て
忠
実
な
恭
順
を
敬
虔
に
示
し
、
ま
た

[
他
方]

王
の
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
は
す
べ
て
の
善
き
こ
と
に
向
け
て
、
教
権
に

よ
っ
て
き
わ
め
て
堅
固
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
忠
実
な
恭
順
に
よ
っ
て
主
た
る
イ
エ
ス
に
仕
え
る
二
つ
の
剣
が
、

教
会
に
お
い
て
行
使
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
剣
は
、
互
い
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
立
つ
こ
と
な
く
、
ま
た
逆
の
方
向
を

向
い
て
互
い
に
敵
対
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
民
は
一
つ
で
あ
り
、
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
同
じ
言
葉
を

使
っ
て
い
ま
し
た
。
罪
を
追
及
す
る
よ
う
努
め
、
悪
徳
が
力
強
く
根
絶
さ
れ
る
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
平
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和
は
王
国
と
教
会
の
も
の
で
あ
り
、
王
国
と
教
会
は
互
い
の
恩
寵
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
一
致
し
た
意
思
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
お

り
ま
し
た

(�)
。

こ
の
引
用
部
分
の
直
後
で
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
ト
マ
ス
が
大
司
教
に
昇
進
し
た
時
に
混
乱
が
訪
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

混
乱
が

｢

平
和
へ
と
引
き
戻
さ
れ
る｣

こ
と
を
、
書
翰
の
最
後
で
切
に
願
っ
て
い
る

(�)

。
ギ
ル
バ
ー
ト
が
願
う
、
そ
の

｢

平
和｣

と
は
、

ト
マ
ス
の
考
え
る

｢
平
和｣

と
は
異
な
り
、
教
会
と
王
国
と
の
、
あ
る
い
は
教
会
権
力
と
国
王
権
力
と
の
相
互
の
協
調
関
係
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る

｢

平
和｣
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四

教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
両
剣
論
？

ベ
ケ
ッ
ト
論
争
当
時
に
教
皇
だ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
と
な
る
ロ
ラ
ン
ド
ゥ
ス
・
バ
ン
デ
ィ
ネ
リ
は
、
教
会
法
学
者
ロ
ラ
ン
ド
ゥ
ス
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
見

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
日
で
は
両
者
は
同
一
人
物
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

(�)

。
し
た
が
っ
て
、
教
会
法
学

者
ロ
ラ
ン
ド
ゥ
ス
の
著
作
等
の
中
に
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
考
え
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
で
き
な
い
。

ど
の
よ
う
な
史
料
を
分
析
し
た
結
果
な
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
ス
マ
ー
リ
ー
は
、｢

ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
王
権

(������
)

に
対
す
る
教
権

(�����������
)

の
優
位
に
つ
い
て
の
極
端
な
理
論
を
主
張
し
て
も
い
な
け
れ
ば
、
否
定
し
て
も
い

な
い｣

と
述
べ
て
い
る

(�)

。
ま
た
、
ダ
ガ
ン
は
、｢

ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル

[

三
世]
は
、
ヘ
ン
リ

[

二
世]

の
脅
迫
と
ベ
ケ
ッ
ト
の
訴
え
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
両
者
へ
の
誠
実
さ
と
敬
意
を
保
ち
な
が
ら
、
原
理
と
妥
協
と
の
間
の
困
難
で
微
妙
な
小
道
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
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か
っ
た｣ (�)
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
教
皇
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
一
一
五
九
年
か
ら
続
く

｢

シ
ス
マ
の
期
間
、
攻
撃

を
受
け
や
す
く
財
政
に
も
苦
し
む
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル

[

三
世]

は
、
世
俗
の
事
柄
に
お
け
る
教
皇
の
首
位
権
や
、
従
順
で
な
い
王
を
廃

位
す
る
教
皇
の
権
利
を
主
張
す
る
立
場
に
は
な
か
っ
た｣ (�)

と
述
べ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
亡
命
し
た
り
、
対
立
教
皇
や
皇
帝
と
も

対
峙
し
た
り
し
て
、
政
治
的
に
も
微
妙
な
立
場
に
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
は
、
自
ら
の
考
え
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
、
あ
る
い

は
少
な
く
と
も
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
が
主
張
し
た
よ
う
な
両
剣
論
と
か
教
会
優
位
型
の
両
剣
論
と
か
を
唱
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
一
一
六
六
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
か
ら
ヘ
ン
リ
二
世
に
対
し
て
送
ら
れ
た

｢

エ
ト
シ
・
キ
ル
カ
・
ノ
ス｣ (�)

と
い
う

｢

危
機
の
期
間
に
教
皇
か
ら
国
王
へ
宛
て
ら
れ
た
書
翰
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
の
一
通
の
書
翰｣ (�)

に
は
、
教
会
権
力

(

裁
判
権)

と
世

俗
権
力

(

裁
判
権)

の
関
係
に
触
れ
て
あ
る
部
分
が
あ
る
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
が
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
関
係
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
は
明
瞭
で
は
な
い
。

神
に
よ
り
僕
の
中
の
僕
で
あ
る
司
教
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
名
高
き
王
た
る
ヘ
ン
リ
に
対
し
て
、
挨
拶
と

使
徒
の
祝
福
と
を

[

送
り
ま
す]

。
私
に
は
、
そ
し
て
あ
な
た
の
母
で
あ
る
聖
な
る
教
会
に
は
、
あ
な
た
に
よ
る
子
と
し
て
の

献
身
が
幾
分
冷
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
し
て
も
、
し
か
し
、
あ
な
た
に
対
す
る
或
い
は
あ
な
た
の
指
揮
に
委
ね
ら

れ
た
王
国
に
対
す
る
父
と
し
て
の
愛
情
を
、
い
か
な
る
時
も
私
た
ち
は
捨
て
去
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て

あ
な
た
様
は
、
敵
の
接
吻
よ
り
も
味
方
の
鞭
打
ち
の
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
深
く
気
づ
い
た
上
で
、
生
活
や
衣
服
に
つ

い
て
聖
職
者
が
俗
人
か
ら
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
、
聖
職
者
の
裁
判
は
俗
人
の
裁
判
と
は
完
全
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
確
証
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
真
摯
に
考
え
か
つ
留
意
す
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
な
た
が
も
し
、
正
し
く
な
い
秩
序
に
よ
っ

一二世紀後半イングランドにおける両剣論

(熊本法学127号 '13)271



て
そ
の
こ
と
を
ゆ
が
め
る
な
ら
、
そ
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
あ
な
た
の
権
力
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
あ

な
た
の
望
み
に
従
っ
て
教
会
と
キ
リ
ス
ト
の
貧
者
を
圧
迫
す
る
た
め
に
新
し
い
法
を
定
め
、
そ
の
上
、
あ
な
た
が
祖
父
の

[

慣

習]

と
称
す
る
と
こ
ろ
の
慣
習

[

ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法]

を
あ
な
た
が
導
入
す
る
な
ら
、
あ
な
た
自
身
は
、
間
違
い
な
く
、
逃
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
最
後
の
審
判
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
方
法
で
裁
か
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
あ
な
た
が
計
っ
た
の

と
同
じ
程
度
の
こ
と
が
あ
な
た
に
返
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

(�)

。
…
。

本
書
翰
で
は
、
聖
職
者
の
裁
判
と
俗
人
の
裁
判
が
異
な
る
も
の
と
し
て
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ク

ラ
レ
ン
ド
ン
法
第
三
条
を
念
頭
に
置
い
た
発
言
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、｢

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
あ
な
た
の
権
力｣

と
述
べ
て
あ
る
部
分
が
あ
り
、
国
王
権
力
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
い
う

二
つ
の
権
力
が
と
も
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
由
来
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
が
並
置

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
世
俗
権
力
者
の
権
力
は
も
と
を
辿
れ
ば
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
い
う
一
般
論
を
述

べ
、
そ
れ
を
我
が
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
国
王
に
警
告
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
関
係
を
ア
レ
ク
サ

ン
デ
ル
三
世
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
教
会
権
力
と
国
王
権
力
と
の
争
い
で
あ
る
と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
ベ
ケ
ッ
ト
論
争
に
お
け
る
大
司
教
側
と
国
王
側
の
対
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立
点
を
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
と
い
う
論
争
当
事
者
に
着
目
し
て
、
両
剣
論
と
い
う
観
点
か
ら
、
検
討
を
加
え
た
。

ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
書
翰
を
分
析
し
た
結
果
、
彼
ら
に
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
関
係
を
い
か
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
違

い
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
そ
の
考
え
の
違
い
は
、
二
つ
の
権
力
の
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
考
え
の
違
い
や
、
あ
る
べ
き
秩

序
、
す
な
わ
ち

｢

平
和｣

に
つ
い
て
の
考
え
の
違
い
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ト
マ
ス
は
、
世
俗
権
力
に
対
す
る
教
会
権
力
の
優
位
性
を
説
く
教
会
優
位
型
両
剣
論
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
、
教
会
権
力

と
世
俗
権
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
職
分
に
つ
い
て
の
議
論
の
中
で
強
調

し
て
い
る
こ
と
は
、
教
会
権
力
に
属
す
る
も
の
を
世
俗
権
力
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
り
、
教
会
権
力
に
属
す
る
権
利
を
世

俗
権
力
が
奪
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
議
論
に
お
い
て
彼
が

強
調
し
て
い
る
こ
と
も
、
聖
職
者
を
裁
く
こ
と
は
、
換
言
す
る
な
ら
、
聖
職
者
を
被
告
と
す
る
事
件
は
、
教
会
権
力
の
優
位
性
の
故
に
、

そ
し
て
教
会
権
力
に
属
す
る
も
の
を
奪
う
こ
と
に
な
る
が
故
に
、
国
王
の
裁
判
管
轄
権
に
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
ト
マ
ス
の
議
論
で
は
、
裁
判
管
轄
権
に
関
し
て
、
教
会
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
け
る
世
俗
権
力
の
従
属
性
に
つ
い
て
は
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
世
俗
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
け
る
教
会
権
力
の
従
属
性
に
つ
い
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
裁
判
管

轄
権
に
つ
い
て
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
相
互
性
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
ト
マ
ス
が
考
え
る

｢

平
和｣

の
考
え
方
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
ト
マ
ス
が
考
え
る

｢
平
和｣

は

｢

教
会
の
自
由｣

と
同
義
の
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
教
会
内

部
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
の
並
置
性
と
相
互
協
調
性
を
強
調
す
る
聖
俗
相
互
協
調
型
両
剣
論
を
主
張
し
て
い

る
。
彼
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
い
て
は
、

一
方
は
他
方
に
従
う
こ
と
を
当
然
視
し
て
い
る
。
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
い
て
、
一
方
は
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他
方
に
従
う
と
さ
れ
て
お
り
、
教
会
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
け
る
世
俗
権
力
の
従
属
性
と
、
世
俗
権
力
に
属
す
る
も
の
に
お
け
る
教

会
権
力
の
従
属
性
が
等
し
く
取
り
あ
げ
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
相
互
性
な
い
し
協
調
的
相
互
関
係
を
強
調

す
る
考
え
方
は
、
彼
が
考
え
る

｢

平
和｣

の
考
え
方
に
も
通
じ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
に
と
っ
て
の

｢

平
和｣

と
は
、
教
会
権
力
と
世
俗
権

力
と
の
相
互
の
協
調
関
係
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ギ
ル
バ
ー
ト
が
、
教
会
権
力
と
世
俗
権
力
と
の
相
互
の

協
調
関
係
を
一
貫
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
両
剣
論
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
点
が
ト
マ
ス
と
の
対
立
点
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(

１)����������������������������������������������������������������������������������������
� ������������(

２)

例
え
ば
、
和
田
昌
衛

｢

エ
ク
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
ガ
ン
テ
ス
・
コ
ン
ム
ー
ネ
ス｣

久
保
正
幡
先
生
還
暦
記
念
出
版
準
備
会
編

『

西
洋
法
制
史
料
選
Ⅱ

中
世』

創
文
社
、
一
九
七
八
、
三
三
八
―
三
四
五
頁
、
渕
倫
彦

｢

第
十
二
・
三
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
両
剣
論

そ
の
理
論
と
現
実

｣

『

宗
教
法』

創
刊
号
、
一
九
八
三
年

(

以
下
、
渕

｢
両
剣
論｣

と
略
記)

、
一
六
四
―
一
九
〇
頁
、
渕
倫
彦

｢

カ
ノ
ン
法｣

木
村
尚
三
郎
他
編

『

中
世
史
講
座

４

中
世
の
法
と
権
力』

学
生
社
、
一
九
八
五
年
、
四
一
五
―
四
三
二
頁
、
柴
田
平
三
郎

｢

〈
血
の
滴
る
剣
〉

ソ
ー
ル
ズ

ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
に
お
け
る

『

教
会
と
国
家』

｣
『

獨
協
法
学』

第
四
六
号
、
一
九
九
八
年

(

同

『

中
世
の
春

ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン

の
思
想
世
界

』

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
第
七
章
所
収)

、
一
―
四
五
頁
、
天
野
和
夫

｢

ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ

の
抵
抗
権
論｣

『

立
命
館
法
学』

第
四
三
号
、
一
九
六
二
年
、
二
六
五
―
二
九
一
頁
が
あ
る
。

(

３)�������������������������������������������������������
(

以
下
、��
と
略
記)������������������������������
����������������������������������������������������������������������� ������������������������
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[�������]�����������������������������
(

４)������������������������������������������������������������������������������������������

渕

｢
両
剣
論｣

、
一
六
四
―
五
頁
。

(

５)����������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������������������

(

以
下
、������������������

と
略
記)������������

(

６)

ベ
ケ
ッ
ト
論
争
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
佐
藤
伊
久
男

｢

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ト
マ
ス
＝
ベ
ケ
ッ
ト
の
闘
い

一
二
世
紀
の
国
制
と

教
会
の
一
側
面

｣
『

西
洋
史
研
究』

新
輯
一
三
号
、
一
九
八
四
年

(

同

『

中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
諸
社
会
の
構
造
と
展
開』

創
文
社
、

二
〇
一
二
年
、
第
一
五
章
所
収)

(
以
下
、
佐
藤

｢

ト
マ
ス
＝
ベ
ケ
ッ
ト｣

と
略
記)

、
一
―
二
五
頁
を
参
照
。

(

７)

本
稿
で
の
考
察
に
用
い
る
書
翰
は
、
後
掲
の
表
に
整
理
し
て
お
い
た
。
書
翰
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
よ
る
イ
ン
キ
ピ
ト

(

挨
拶
文
の
後
の
文
頭
の
二
語
な
い
し
三
語)
で
表
示
し
、
煩
を
厭
わ
ず
、
表
中
の
№
を
註
に
記
し
た
。
書
翰
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
表
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
。
本
稿
で
の
書
翰
の
分
析
に
は
、
表
の
註
に
示
し
て
お
い
た
三
つ
の
刊
本
を
主
と
し
て
用
い
る
。
註
に
お
け
る
書

翰
の
原
文
は
、
最
新
の
刊
本
で
あ
る���
に
掲
載
が
な
い
書
翰
の
場
合
は
、���
な
い
し���
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。

(

８)

表
の
[��]
を
参
照
。

(

９)

表
の
[��]
を
参
照
。

(�)�������������������������������������������������������������������������
(�)����������������������������������������������������������������

(

以
下
、��
と
略
記)�����
佐
藤

｢

ト
マ
ス
＝
ベ
ケ
ッ
ト｣

、
一
頁
を
参
照
。
他
に
、���������������������������������������������������������
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��������������
(

以
下
、��
と
略
記)���������
も
参
照
。

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。
直
江
真
一
・
苑
田
亜
矢

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス

(

翻
訳
と
解
説)

ロ
ン
ド
ン
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ

リ
オ
ッ
ト
の
一
書
翰

｣
『

法
政
研
究』

第
六
六
巻
第
三
号
、
一
九
九
九
年

(

以
下
、
直
江
・
苑
田

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

と
略
記)
、
一
〇
八
三
―
一
一
二
九
頁
に
翻
訳
と
解
説
が
あ
る
。

(�)
｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

書
翰
に
つ
い
て
は
、
表
の
[��]
を
参
照
。
苑
田
亜
矢
・
直
江
眞
一

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・

ヴ
ェ
ス
ト
レ

(
翻
訳
と
解
説)

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
書
翰

｣
『

法
学
研
究

(

北
海
学
園
大
学)』

第
四
〇
巻
第

二
号
、
二
〇
〇
四
年

(
以
下
、
直
江
・
苑
田

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

と
略
記)

、
三
九
九
―
四
四
一
頁
に
翻
訳
と
解
説
が

あ
る
。
本
書
翰
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
管
区
の
全
司
教
と
全
聖
職
者
を
名
宛
人
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
、
事
実
上
ギ
ル
バ
ー
ト
に

宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

(�)
一
一
六
二
年
五
月
二
三
日
選
出
、
同
年
六
月
三
日
聖
別
。

(�)
そ
れ
ぞ
れ
表
の
[��]
と
[��]
を
参
照
。�������������
も
参
照
。｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
に
お
け
る
ギ
ル
バ
ー
ト
の
反

論
に
つ
い
て
は
、
直
江
・
苑
田

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
〇
一
頁
を
参
照
。

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。
苑
田
亜
矢
・
直
江
眞
一

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル

(

翻
訳
と
解
説)

カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ト
マ

ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
書
翰

｣
『

法
学
研
究

(

北
海
学
園
大
学)』
第
四
二
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年

(

以
下
、
苑
田
・
直
江

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・

エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル｣

と
略
記)

、
四
七
九
―
四
九
四
頁
に
翻
訳
と
解
説
が
あ
る
。
ト
マ
ス
の
支
持
者
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ソ
ー
ル
ズ

ベ
リ
も
一
一
六
六
年
の
エ
ク
セ
タ
司
教
宛
書
翰

｢

ム
ル
タ
・
ク
イ
デ
ム｣

(
表
の
[��])
で
非
難
し
て
い
る
。｢

ム
ル
タ
・
ク
イ
デ
ム｣

は
、����

��������������������������������������������������������������������������������������������
������

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。����������������������
も
参
照
。
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(�)
一
一
六
三
年
三
月
六
日
。

(�)
一
一
六
三
年
六
月
九
日
頃
の
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
の
ト
マ
ス
宛
書
翰｢

ド
ゥ
ム
・
イ
ン
・
セ
レ
ブ
ラ
チ
オ
ー
ネ｣

(

表
の
[５])

は
、
ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
教
会
会
議

(

一
一
六
三
年
五
月
一
九
日
よ
り
開
催)

に
お
い
て
、
ト
マ
ス
が
ギ
ル
バ
ー
ト
に
対
し
て
忠
誠
の
誓
い
を
求
め
て
い
る
こ
と

を
取
り
上
げ
、
司
教
と
し
て
二
度
目
と
な
る
カ
ン
タ
ベ
リ
教
会
へ
の
忠
誠
の
誓
い
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て

い
る
。������
も
参
照
。

(�)������������������������������������������������������������������������������������������
(

以
下
、���
と
略
記)��������������
も
参
照
。

(�)
教
皇
書
翰
は

｢

エ
ク
ス
・
リ
テ
リ
ス｣

(

表
の
[１])

、
ト
マ
ス
書
翰
は

｢

ク
ア
ム
・
シ
ッ
ト｣

(

同
[２])

、
国
王
書
翰
は

｢

メ
ン
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ

ス
ト
レ｣

(

同
[３])

で
あ
る
。

(�)
表
の
[４]
の

｢

ノ
リ
・
グ
ラ
ヴ
ィ
テ
ル｣
書
翰
を
参
照
。

(�)
バ
ロ
ー
は
、
ト
マ
ス
と
ギ
ル
バ
ー
ト
の
関
係
は
、
少
な
く
と
も
一
一
六
三
年
ま
で
は
良
好
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。���������������

� ���������������������������
(�)

一
一
六
四
年
一
一
月
二
九
日
に
、
ト
マ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ン
ス
の
教
皇
庁
に
到
着
し
た
。
ト
マ
ス
の
主
な
動
向
に
つ
い
て
は
、��

� ����������������������������������������
が
便
利
で
あ
る
。

(�)
表
の
[６]
の

｢

ド
ケ
ッ
ト
・
ノ
ス｣

書
翰
を
参
照
。

(�)��������������(�)

表
の
[７]
の

｢

ア
ド
・
ア
ウ
デ
ィ
エ
ン
テ
ィ
ア
ム｣

書
翰
を
参
照
。

(�)

ノ
ー
サ
ム
プ
ト
ン
で
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
苑
田
亜
矢

｢

一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
教
皇
庁
へ
の
上
訴
を
め
ぐ
っ
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て

一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
第
八
条
お
よ
び
一
一
七
二
年
の
ア
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
の
和
約
の
再
検
討

｣
『

法
制
史
研
究』

五
〇
号
、

二
〇
〇
一
年
、
二
四
九
―
五
〇
頁
を
参
照
。

(�)
表
の
[８]
の

｢

ク
オ
ド
・
ミ
ノ
ル｣

書
翰
を
参
照
。

(�)
表
の
[９]
の

｢

ア
・
メ
モ
リ
ア
・
ト
ゥ
ア｣

書
翰
を
参
照
。

(�)
表
の
[��]
の

｢
マ
ン
ダ
ー
ト
ゥ
ム
・
ヴ
ェ
ス
ト
ル
ム｣

書
翰
を
参
照
。

(�)
こ
の
こ
と
は
、
一
一
六
四
年
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
第
四
条
と
第
八
条
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。

(�)�������������������
書
翰
の
語
調
か
ら
、
こ
の
書
翰
が
一
一
六
六
年
初
め
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
だ
と
ダ
ガ
ン
は
判
断
し
て
い
る
。

(�)
表
の
[��]
の

｢

セ
レ
ブ
レ
・
プ
ロ
ヴ
ェ
ル
ビ
ウ
ム｣

書
翰
を
参
照
。
聖
務
停
止
を
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
司
教
ジ
ョ
ス
リ
ン
に
告
知
し
て
い
る
。

(�)
ト
マ
ス
を
差
出
人
と
す
る
書
翰
と
し
て
、｢

フ
ラ
ト
レ
ス
・
メ
イ｣

書
翰

(

表
の
[��])
の
他
、
教
皇
宛
書
翰

(���������
)

、
三
人
の
枢
機

卿
宛
書
翰

(���������
)

、
ル
ー
ア
ン
大
司
教
宛
書
翰

(���������
)

が
あ
る
。

(�)
前
掲
註

(�)
を
参
照
。

(�)
例
え
ば
、
表
の
[��]
の

｢

ヴ
ェ
ス
ト
ラ
ム
・
パ
テ
ル｣
書
翰

(����������������
)

お
よ
び
同
[��]
の

｢

ク
エ
・
ヴ
ェ
ス
ト
ロ
・
パ
テ
ル｣

書
翰(���������������

)

で｢

脅
迫｣

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
翰
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
が
書
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。����

��������������������
(�)

表
の
[��]
を
参
照
。

(�)�����������������������������������������������������������������������������������������������
������� ��������������������������������������������������������������������������������������������
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�����������������������������������������������������������������������������������������������
(�)������������������������������������������������������
(�)

表
の
[��]
を
参
照
。

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。
ギ
ル
バ
ー
ト
達
に
よ
る
上
訴
の
適
法
性
の
問
題
に
関
す
る
ト
マ
ス
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
直
江
・
苑
田

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー

テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

、
四
〇
三
頁
以
下
に
整
理
し
て
あ
る
。

(�)
表
の
[��]
お
よ
び
前
掲
註

(�)
(�)

を
参
照
。

(�)���������������������
(�)�����������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
� ������������������������������������������������������������������������������������������
�� �������������������������������������������������������������������������������������������
� �������������������������������������������������������������������������������������������
� �������������������������������������

(�)
ち
な
み
に
、
ト
マ
ス
が
大
陸
へ
亡
命
し
た
後
、
彼
を
通
じ
て
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
法
を
提
示
さ
れ
た
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
が
否
認
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
条
項
は
、
ト
マ
ス
伝
に
よ
っ
て
異
な
る
。
い
ず
れ
の
ト
マ
ス
伝
に
お
い
て
も
、
教
皇
が
否
認
し
た
と
さ
れ
て
い
る
条
項
は
、

第
一
条
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
一
五
条
で
あ
る
。���������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������
�� ��

佐
藤

｢

ト
マ
ス
＝
ベ
ケ
ッ
ト｣

、
九
頁
お
よ
び
一
二
頁
註

(�)
も
参
照
。
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(�)
前
掲
註

(�)
を
参
照
。

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。

(�)����������������
(

直
江
・
苑
田

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
〇
五
頁)�������

[������������������
]

������������������������������������������������������������������������������������������
� �������������������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������

(�)���������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������

[�������]����������������������������������������������������������
� �������������������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������������������������������������������������������������������������
� ������������������������������������������������

[���������]�������������������������������������
� ��������������������������������������������������������������������������������������

(�)������������������������������������������������������������������������������������������������
(������������������������������������������

)�����������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������

(�)����������������������������������������������������
(�)��������������������������������������������������������������������������������������
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���������������������������������������������������������������������������������������������
��������� �������������������������������������������������������������������������������������
�� ��������������������������

(�)����������������������������������������������������������������������
(�)�������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������������������������������������������������������������������
� ��������������������������������������������������

(�)
改
変
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
挿
入
部
分
の
表
現
は
、｢

ゲ
ラ
シ
ウ
ス
書
翰｣

と
の
間
に
、
僅
か
に
異
同
が
あ
る
。

(�)��������������������������������������������
(�)������������������������������������������������
(�)����������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
� �������������������������������������������������������������������������������������

(�)
パ
レ
ア
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
苑
田
亜
矢

｢

法
の
様
々
な
区
分
に
つ
い
て
の
論
考

(

翻
訳
と
解
説)

中
世
教
会
法
学
の
ア
ン
グ

ロ
・
ノ
ル
マ
ン
学
派
に
よ
る
一
作
品

｣
『

熊
本
法
学』

第
一
二
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
八
四
頁
を
参
照
。

(�)����������������������������������������������������������������������������������������
������������� ������������������������������������������������������������������������������������������
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����������������������������������������������������������������������������������������������
�������� �(�)�����������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������
� �������������������������������������������������������������������������������������������
� ��������������������������������������������������������������������������������������������
� ��������������������������������������������������������������

(�)�������������������������������������������������������������������������������
(�)��������������������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������������������������������

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。

(�)������������������������������������������������������������������������������������������
� ������������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������������
� ������������������������������������������������������������������������������������������
���������(�)

表
の
[��]
を
参
照
。
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(�)���������������
(

苑
田
・
直
江｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

、
四
一
七
頁)�������������������������������

���������������������������������������������������������������������� �����������������������
(�)

表
の
[��]
を
参
照
。

(�)���������������������������������������������������������������������������������������
� ������������������������������������������������������������������������������������������������
� �������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������
� ����������(�)������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������

こ
の
部
分
は
、��������
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
僅
か
だ
が
異
同
が

あ
る
。

(�)�������������������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������

こ
の
部
分
は��������
か
ら
の

引
用
で
あ
る
。
僅
か
だ
が
異
同
が
あ
る
。

(�)���������������������������������������������������������������������������������������������
���������� ����������������������������������������������������������������������������������
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�����������������������������������������������������������������������������������������������
������ �����������������

こ
の
部
分
は
、��������
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
僅
か
だ
が
異
同
が
あ
る
。

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。

(�)�����������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。

(�)��������������������
(

苑
田
・
直
江

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル｣

、
四
九
〇
頁)����������������������

� ��������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。

(�)���������������
(

苑
田
・
直
江

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル｣

、
四
九
〇
頁)�������������������

� �������������������������������������������������������������������������������������������
�����������(�)���������������

(

苑
田
・
直
江

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル｣

、
四
九
〇
―
九
一
頁)�������������������
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���������������������������������������������������������������������������������������������
こ
の
部
分
は
、�����������
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(�)���������������
(

苑
田
・
直
江

｢

ミ
ラ
ン
ド
ゥ
ム
・
エ
ト
・
ヴ
ェ
ヘ
メ
ン
テ
ル｣

、
四
九
一
頁)���������������������

� ������������������������������������������������������������������������������������
(�)

表
の
[��]
を
参
照
。

(�)����������������
(

直
江
・
苑
田

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
一
三
頁)�����������������������

� �������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������
�� �������������������������������������������������������������������������������������������
� ��������������������������������

(�)���������������������
(

直
江
・
苑
田

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
一
三
頁)����������������

� ��������������������������������������������������������������������������������������������
�� ������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������

(�)
前
掲
註���
を
参
照
。

(�)����������������
(

直
江
・
苑
田

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
一
〇
―
一
一
頁)��������������������

������������������������������������������������������������������������������������������
������ ������������������������������������������������������������������������������������������
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�����������������(�)����������������
(

苑
田
・
直
江

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
一
二
頁)��������������������������

� ������������������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������������������������������

(�)
ト
マ
ス
は
、｢
フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

書
翰
に
お
い
て
、｢

国
王
裁
判
所
に
お
い
て
、
し
か
も
と
く
に
カ
ン
タ
ベ
リ

[

教

会]

の
属
司
教
達
に
よ
っ
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ

[

大
司
教]

が
判
決
を
下
さ
れ
、
非
難
さ
れ
…
る
の
を
、
か
つ
て
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
者
が
誰

か
い
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か｣

(

苑
田
・
直
江

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

、
四
一
四
頁)

と
大
司
教
が
国
王
裁
判
所
に
お
い

て
、
し
か
も
属
司
教
達
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
お
り
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

書
翰
に
お

い
て
、
こ
の
点
に
回
答
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、｢

こ
の
権
力
は
私
達
を
王
に
義
務
づ
け
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

私
達
は
王
か
ら
召
集
さ
れ
た
時
に
は
援
助
を
与
え
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
つ
い
て
個
々
に
審
理
し
、
判
決
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す｣

と
も
書
い
て
お
り
、
大
司
教
が
何
故
に
属
司
教
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る

(

直
江
・
苑
田

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・

ノ
ー
ビ
ー
ス｣

一
一
一
三
頁)

(�)
表
の
[��]
参
照
。

(�)���������������
(

苑
田
・
直
江

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

、
四
二
七
頁)���������������������

��������������������������
(｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

四
二
九
頁)�����

[���������]����������������������
(�)���������������

(

苑
田
・
直
江

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

、
四
三
一
―
二
頁)����������������������

��������������������������
(�)

｢

実
際
、
も
し
私
が
言
っ
た
こ
と
を
あ
な
た
方
が
聞
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
平
和
を
つ
く
り
教
会
の
自
由
を
守
る
た
め
の
私
達
の
あ
ら
ゆ
る
道
に
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お
い
て
、
主
が
あ
な
た
と
共
に
お
ら
れ
、
そ
し
て
私
達
全
て
の
者
と
共
に
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
あ
な
た
方
は
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

(｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

、
四
一
三
頁)｣

(����������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������
� ������������������)(�)

苑
田
・
直
江

｢

フ
ラ
テ
ル
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
・
ヴ
ェ
ス
ト
レ｣

、
四
〇
六
頁
。

(�)
表
の
[��]
を
参
照
。

(�)����������������
(

苑
田
・
直
江

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
〇
四
―
五
頁)�����������������������

� ��������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������������������������������������������������������������������
� ���������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
� ��������������������������������������������������������������������������������������������

(�)
苑
田
・
直
江

｢

ム
ル
テ
ィ
プ
リ
ケ
ム
・
ノ
ー
ビ
ー
ス｣

、
一
一
二
一
―
二
頁
を
参
照
。

(�)�����������������������������������������������������������������������������������
� �����������������������������������������������������

(�)���������������������������������������������
(�)����������
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(�)������������������������
(�)

表
の
[��]
を
参
照
。

(�)��������������������
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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� ���������������������������������������������������������������������������������
� �������������������������������������������������������������������������������������������
� ����������������������������������������������������������������������������������������������
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